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2016（平成28年）
No. 122

主な内容

世 帯 数 ２万 4,833 （－ 57）
人　 口 ５万 4,526 （－ 388）
男 ２万 5,562 （－ 182）
女 ２万 8,964 （－ 206）

出　 生 39
死　 亡 67
転　 入 314
転　 出 678

｢出水市民憲章を発表」

市制施行10周年記念式典にて（３月12日撮影）

熊本地震により被災されました皆さまに、心から
お見舞い申し上げます。

24ページに関連記事
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市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催

　

今
回
新
た
に
制
定
し
た「
出
水
市
民
憲
章
」は
、

市
内
中
学
校
代
表
生
徒
が
発
表（
表
紙
写
真
）。
同

じ
く
新
た
に
作
ら
れ
た「
新
い
ず
み
音
頭　

～
Ｉ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 
い
ず
み
～
」は
、
文
化
協
会
日
本
舞
踊

部
・
総
勢
92
人
の
皆
さ
ん
の
踊
り
と
と
も
に
、
神

野
美
伽
さ
ん
の
歌
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
新
い
ず

み
音
頭
の
振
り
付
け
は
、
本
市
出
身
の
振
り
付
け

師
花
柳
糸
之
氏
が
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
本
市
出
身
の
作
家
、
桐
野
作
人

氏
に
よ
る
記
念
講
演「
歴
史
の
な
か
の
出
水
～
戦

国
時
代
を
中
心
に
～
」も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
市
民

等
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
３
月
12
日
、
市
制

施
行
10
周
年
の
節
目

と
し
て「
市
制
施
行

10
周
年
記
念
式
典
」

を
市
文
化
会
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
市
政

の
発
展
等
に
尽
力
さ

れ
た
方
々
に
対
す
る

表
彰
や
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
、
出

水
市
民
憲
章
の
発

表
、
新
い
ず
み
音
頭

の
披
露
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

③④

⑥⑦

①②「新いずみ音頭」を披露③作文コン
クール高校生の部最優秀賞・田上のぞみさ
ん（出水商業高校１年）④作文コンクール
中学生の部最優秀賞・天辰太一さん（高尾
野中２年）⑤作文コンクール小学生の部最
優秀賞・溝上誠也さん（江内小４年）⑥式
典のオープニングを飾った少年少女合唱団
⑦記念講演を行う桐野作人氏
③④⑤の学年は受賞当時

①

②

⑤
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育児・子育て等の手続きや
悩みなどご相談ください

児童手当、児童扶養手当、子ども医療費助
成、子育て支援サークルのことなど
○こども課子育て支援係（☎ 63 － 4047）

母子手帳、健診、妊婦、育児、子どもの発
育・発達のことなど
○保健センター（☎ 63 － 2143）

家庭のこと、子どものことなど
○家庭児童相談室（☎ 62 － 2688）

いじめ、不登校のことなど
○自立支援教室（ほっとハウス）
　（☎ 62 － 2683）

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
出
水
市
に
な

る
た
め
に

　
「
思
っ
た
よ
う
に
時
間
を
使
え
な
い
」

「
ゆ
っ
く
り
眠
れ
な
い
」「
イ
ラ
イ
ラ
す

る
」子
育
て
し
て
、初
め
て
感
じ
る
感
情
。

育
児
や
子
育
て
は
、
楽
し
い
こ
と
、
感

動
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
一
方
で
、

つ
ら
い
こ
と
や
泣
き
た
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
子
育
て
中
は
「
し
っ
か
り

育
て
な
き
ゃ
」「
真
面
目
な
親
に
な
ら
な

き
ゃ
」
と
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て
、
つ

い
つ
い
無
理
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

そ
ん
な
時
は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い

で
。
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
と
、
イ
ラ
イ

ラ
が
周
り
の
人
や
子
ど
も
に
向
か
っ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

不
安
や
悩
み
は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

友
達
や
家
族
、
地
域
の
人
に
話
し
た
り
、

行
政
や
専
門
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
で
悩
ん
で
い
る
よ
り
、
気
持
ち
が

軽
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

待
機
児
童
解
消
に
努
め
ま
す

　

全
国
で
、
保
育
園
な
ど
の
待
機
児
童

が
多
い
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
出
水
市
は
田
舎
だ
か
ら
待
機
児
童

が
い
な
い
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は

な
く
待
機
児
童
が
い
ま
す
。
今
後
も
、

待
機
児
童
が
一
日
で
も
早
く″
０
〟
に

な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

保
育
園
に
３
歳
未
満
の
子
ど
も
を
預

け
て
い
て
、
出
産
後
に
育
児
休
業
を
取

得
さ
れ
る
場
合
は
、
本
年
４
月
か
ら
取

り
扱
い
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

保
育
所
在
園
児
の
育
児
休
業
取
得

時
の
取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま
す

　

昨
年
度
ま
で
は
、
保
護
者
が
出
産
後

に
育
児
休
暇
を
取
得
し
た
場
合
、
そ
の

年
度
の
４
月
１
日
時
点
で
満
３
歳
に
達

し
て
い
な
い
在
園
児
の
入
所
継
続
は
で

き
ず
、
保
育
所
か
ら
退
所
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
規
定
の
見
直
し
を
行
い
、
４
月

以
降
に
育
児
休
暇
を
取
得
し
た
方
は
、

３
歳
児
未
満
の
在
園
児
に
つ
い
て
も
入

所
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

在
園
児
の
保
護
者
で
育
児
休
暇
中
の

継
続
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
「
育
児

休
暇
取
得
証
明
書
」
と
「
休
業
期
間
中

の
継
続
入
所
願
」
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

子
育
て
に
関
す
る
事
業

　

市
で
は
、
出
水
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
戦
略
の
３
本
柱
の
内
の
１
つ

が
「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
戦
略
」
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
戦
略
に
基
づ
き
各
種

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
同
戦
略（
事
業
）

に
関
す
る
本
年
度
予
算
は
、
７
ペ
ー
ジ

の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
こ
ど
も
課
こ
ど
も
施
設
係

　
（
☎
�
４
０
５
４
）

　子どもたちの真剣なまなざし
を見ると「そのまま素直に育っ
てほしい」「笑顔いっぱいに育っ
てほしい」と思います。親も先
生もみんな思いは同じですが、
育児や子育ては楽しいことばか
りではありません。子育て中の
パパやママがいきいきと子育て
できるように、みんなで考えて
みませんか。 西出水小学校付属紫翠幼稚園の入園式で。真剣に話を聞く在園児たち



(31.1%)
市税や使用料・手数料など、市が自主的に収入するお金

(68.9%)
国や県の基準に基づき、交付されたり割り当てられたりするお金

80億4,889万円

177億9,211万円

自　主　財　源

依　存　財　源

市税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

諸収入ほか

地方交付税

国庫支出金

県支出金

市債

地方譲与税
2億6,000万円 (1.0%)
国が徴収した税金から一定基準に

従い譲与されるお金利子割交付金ほか 9億2,706万円 （3.6%）
県が徴収した利子にかかる税金の中から交付されるお金など

23億870万円 (8.9%)
国や金融機関から借り入れるお金

17億855万円 (6.6%)
県が認めた特定の事務事業

の実施に当たって県から交付

されるお金

95億5,531万円 (37.0%)
全国の自治体が同水準の行政を

進められるよう、財政運営の均衡を

とるため国から交付されるお金

30億3,249万円 （11.8%）
国が認めた特定の事務事業の

実施に当たって国から交付

されるお金
歳入

258億4,100万円

依

存

財

源

21億4,815万円 (8.3%)
諸収入、財産収入、寄附金、繰入金

繰越金

4億3,967万円 (1.7%)
市の施設使用料や住民票、各種証明

書などの交付手数料

2億5,980万円 (1.0%)
市が行う事業で特定の利益を受ける

人などから徴収するお金
自

主

財

源

（内訳） 市民税 20億 284万円

固定資産税 26億6,328万円

軽自動車税 1億7,502万円

市たばこ税 3億6,000万円

入湯税 13万円

52億127万円 (20.1%)

(31.1%)
市税や使用料・手数料など、市が自主的に収入するお金

(68.9%)
国や県の基準に基づき、交付されたり割り当てられたりするお金

80億4,889万円

177億9,211万円

自　主　財　源

依　存　財　源
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今年度予算の特徴 歳入のポイント 歳出のポイント

　2016 年度当初予算は、前
年度に比べ、約 11 億５千万円

（4.7％）増加しています。
　内訳としては、新庁舎建設
事業や防災行政無線デジタル
化事業等、複数年にまたがる
大規模な事業のほか、義務的
経費である扶助費の増加が主
な要因です。

●地方消費税交付金は、消費税
　率引き上げにより、２億５千万
　円（41.7%）の増
●県支出金は、私立保育所運営
　費負担金、青年就農給付金事
　業費補助金の増などにより、
　約１億円（6.2%）の増
●繰入金は、庁舎建設基金繰入
　金の増などにより約 14 億３
　千万円（781.9%）の増

●総務費は、新庁舎建設事業費
　の増などにより、約４億円　
　（10.2%）の増
●教育費は、ふもと資料館整備
　事業費の増などにより、約２
　億８千万円（11.8%）の増
●公債費は、市債定時償還元金
　の増などにより、約２億９千
　万円（11.8%）の増

※予算額の増減は、前年度当初予算と比較しています。

2016年度　当初予算の　　　　　概要をお知らせします
一般会計　　　当初予算 自主財源

依存財源

80 億 4,889 万円（31.1％）

177 億 9,211 万円（68.9％）
市税や使用料・手数料など、市が自主的に収入するお金

国や県の基準に基づき、交付されたり割り当てられたり
するお金

〜参画と協働による、市民が主役　　　の温かさの伝わる市政の実現〜　



義 務 的 経 費

任 意 的 経 費
政策判断によって見直しが柔軟にできる経費

支出することが制度的に義務付けられている経費

133億1,158万円

125億2,942万円

(51.5%)

(48.5%)

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

その他

89億7,402万円 (34.7%)
高齢者や乳幼児、障害者などの

福祉、生活保護、災害救助など

43億4,008万円 (16.8%)
税務、戸籍、選挙などの事務や

市役所の管理など

2億1,225万円 (0.8%)
市議会の運営

4,631万円 (0.2%)
労働費、災害復旧費、予備費

27億3,509万円 (10.6%)
市の借金の返済

歳出
258億4,100万円

（目的別）

26億1,584万円 (10.1%)
幼稚園や小中学校、社会教育、

芸術文化、スポーツの振興など

27億6,354万円 (10.7%)
各種健康診断や救急医療対策、ごみ処理など

9億2,261万円 (3.6%)
農林水産業の振興、農道・林道・漁港の整備など

3億3,172万円 (1.3%)
商工業や観光の振興、企業誘致など

16億1,612万円 (6.2%)
道路や橋、公園、住宅整備など

12億8,342万円 (5.0%)
消防署・消防団の管理運営、

消防施設の整備など
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区　　分 予算額 構成比
人件費 49 億 9,016 万円 19.3%
物件費 26 億 1,403 万円 10.1%
維持補修費 １億 7,440 万円 0.7%
扶助費 55 億 8,633 万円 21.6%
補助費等 30 億 2,409 万円 11.7%
普通建設事業費 34 億 7,029 万円 13.4%
公債費 27 億 3,509 万円 10.6%
繰出金 26 億 3,805 万円 10.2%
その他 ６億 0,856 万円 2.4%

歳出合計 258 億 4,100 万円 100.0%

区　　　分 予算額
国民健康保険 97 億 5,470 万円
後期高齢者医療 ６億 3,140 万円
介護保険 57 億 7,500 万円
交通災害共済 1,485 万円
下水道 11 億 9,640 万円
特定環境保全公共下水道 ４億 7,830 万円
農業集落排水 ２億 5,220 万円
地方卸売市場 2,240 万円

合　　　計 181 億 2,525 万円

性質別歳出 特別会計

区　　　分 予算額
水道事業会計 13 億 0,417 万円
病院事業会計 55 億 4,586 万円

合　　　　計 68 億 5,003 万円
※企業会計は、収益的支出と資本的支出の合計額です。

企業会計

2016年度　当初予算の　　　　　概要をお知らせします
一般会計　　　当初予算義務的経費

任意的経費

133 億 1,158 万円（51.5％）

125 億 2,942 万円（48.5％）
支出することが制度的に義務付けられている経費

政策判断によって見直しが柔軟にできる経費 〜参画と協働による、市民が主役　　　の温かさの伝わる市政の実現〜　



2016 年度の主な事業
　2016 年度に市が実施する主な事業を紹介します。

１ 生 活 環 境　豊かな緑ときれいな水を未来に引き継ぐまちづくり
２ 社 会 基 盤　安全・安心で快適な都市基盤が整った人と自然を大切にするまちづくり
３ 教 育 文 化　歴史と文化の薫りが暮らしを彩る教育と住民自治のまちづくり
４ 保健医療福祉　思いやりと温かさがはぐくむ健康・福祉のまちづくり
５ 産 業 経 済　恵まれた地域資源を生かした多様な産業が躍進するまちづくり
６ 住 民 自 治　住民と行政が協働するまちづくり
７ 行 財 政　健全で効率的な行財政運営を推進するまちづくり

○一般道路整備事業 1 億円
○辺地道路整備事業 7,800 万円
　（上場南線、上場中線、宮之元上場線）
○道路維持補修事業 1 億 2,069 万円
○防災行政無線デジタル化事業 6 億 2,710 万円

○英語指導助手設置事業 2,009 万円
○特別天然記念物ツル食害対策事業 6,316 万円
○ふもと資料館整備事業 2 億 9,709 万円

１．生活環境

３．教育文化

２．社会基盤

○鳥インフルエンザ対策事業 1,000 万円
○農地集積・集約化対策事業 551 万円
○中央商店街・栄町商店街
　街路灯整備事業 499 万円

○ツルと歴史のまち応援基金
　寄附者特産品贈呈事業 600 万円
○地区コミュニティ協議会
　育成支援事業補助金 209 万円
○農業用施設、里道等整備地域支援事業 480 万円
　（原材料支給、建設機械借上げ支援）

○統一基準新地方公会計導入事業 1,670 万円
○庁舎建設事業 20 億 1,851 万円
○総合計画策定事業 299 万円

５．産業経済

７．行財政６．住民自治

○障害児通所支援事業 1 億 5,807 万円
○私立保育所等運営費給付事業 13 億 6,650 万円
○障害福祉サービス給付事業 11 億 3,000 万円
○給食サービス事業、
　一次予防対象者給食サービス事業 1,103 万円
○臨時福祉給付金給付事業 6,131 万円
○年金生活者等支援
　臨時福祉給付金給付事業 3,600 万円
○在宅医療・介護連携推進事業 481 万円

４．保 健 医 療 福 祉

○環境にやさしいまちづくり事業 7,239 万円
　（リサイクル品等収集運搬委託料等）
○じんかい処理費 6,689 万円
　（一般廃棄物等収集運搬委託料等）
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財政調整基金残高 減債基金残高 その他基金残高

　基金は、家庭の貯金に相当するも
のです。特定の目的や市町村合併に
伴う地方交付税の優遇措置が本年度
から段階的に縮小・廃止されること
への対応や安定的な財政運営を確保
するために、必要な積立てを行いま
す。
　基金の 2016 年度末での残高は、
約 180 億円になる見込みです。昨年
度末に比べ減少していますが、主に
庁舎建設などに充てています。

　市債は、市が銀行などから調達す
る長期的な借入金です。借入れは、
学校や福祉施設などのように長期間
にわたり多くの市民が利用すること
ができ、多額の費用が必要な施設を
建設する場合などに行います。
　市債の 2016 年度末での残高は、
一般会計で約 252 億円です。特別会
計と企業会計を加えた全会計で約
461 億円になる見込みです。

産業振興・しごと創出戦略
　・新規創業者支援事業 577 万円 
　・企業立地促進補助事業 3,000 万円 
　・地場産業販路拡大促進事業 543 万円 
　・シティセールス推進費 1,367 万円
　　（インターネット販売事業）
　・肉用牛産地銘柄確立対策事業 540 万円

・有害鳥獣防除事業 1,332 万円 
・水産業活性化推進事業 1,000 万円 
　（漁船・のり製造機械の購入等補助金など）
・住宅建築等工事促進事業 4,350 万円 
　（新築・増改築工事補助金）
・わいわい賑わい商店街づくり事業 340 万円

結婚・出産・子育て戦略
　・婚活支援事業補助金 250 万円
　・不妊・不育治療費助成事業 400 万円 
　・妊産婦・子育て応援券交付事業 203 万円 
　・子育て応援アプリ事業 77 万円
　　（スマホ用アプリによる子育て支援情報等の提供）
　・こども医療費助成事業 1 億 6,124 万円
　　（18 歳に達する年度まで自己負担分を全額助成）

・育児用品購入券交付事業 1,409 万円
　（2015 年 4 月 1 日以降に出生した子が対象）
・出水の宝子入学・卒業お祝い事業 1,707 万円
・小規模保育事業 4,573 万円 
　（実施事業者に対する補助）
・民間児童クラブ支援事業 3,559 万円
　（西出水・米ノ津小学校区に増設）

定住・交流促進戦略
　・定住促進事業補助金 3,830 万円
　・移住体験ツアー事業 38 万円
　・観光客誘致促進事業 407 万円
　　（旅行商品造成支援事業補助金）

・スポーツ合宿誘致推進事業 683 万円
・子育て世帯定住促進事業 300 万円 
・出水駅蔵之元港間シャトルバスの利用促進 350 万円 

基金残高の推移（貯金）

市債残高の推移（借金）
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創
業
者
に
空
き
店
舗
家
賃
を
補
助

～
新
規
創
業
者
空
き
店
舗
家
賃
補
助
事
業
～

　

出
水
市
内
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
て
新
規

に
創
業
を
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
２
年
間
、

店
舗
に
係
る
家
賃
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
事
業　
小
売
業
、
卸
売
業
、
飲
食
サ
ー

　

ビ
ス
業
、
理
容
・
美
容
業
、
教
育
・
学
習

　

支
援
事
業
、
保
険
業
、
医
療
・
福
祉
事
業

　

等
の
サ
ー
ビ
ス
業

補
助
額
（
駐
車
場
代
を
含
む
）

１
年
目　

賃
借
料
月
額
の
２
分
の
１
に
相
当

　

す
る
額
（
上
限
５
万
円
）

２
年
目　

賃
借
料
月
額
の
４
分
の
１
に
相
当

　

す
る
額
（
上
限
２
万
５
千
円
）

補
助
対
象
者
（
全
て
の
条
件
を
満
た
す
者
）

○
新
規
の
創
業
で
あ
る
者

　

個
人
…
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

　
　
　
　

れ
て
い
る
こ
と

　

法
人
…
本
市
に
本
社
ま
た
は
本
店
が
あ
る

　
　
　
　

こ
と

○
市
内
の
他
の
店
舗
を
廃
業
・
休
業
ま
た
は

　

他
の
店
舗
を
移
動
し
た
も
の
で
な
い
こ
と

○
出
水
商
工
会
議
所
ま
た
は
鶴
の
町
商
工
会

　

の
会
員
ま
た
は
会
員
と
な
る
予
定
の
者
で
、

　

同
会
議
所
等
の
推
薦
を
受
け
て
い
る
こ
と

○
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

○
２
年
以
上
営
業
を
継
続
で
き
る
見
込
み
が

　

あ
る
者

申
請
期
限　
店
舗
開
店
後
６
カ
月
以
内

対
象
物
件

○
以
前
事
業
に
使
わ
れ
て
い
て
、
閉
店
等
で

　

６
カ
月
以
上
利
用
さ
れ
て
な
い
店
舗
等

○
大
型
小
売
店
舗
の
内
部
店
舗
で
な
い
も
の

本
市
で
の
創
業
者
を
支
援

　

市
内
の
建
築
業
者
を
利
用
し
て
、
本
市
で

新
規
創
業
の
た
め
の
店
舗
、
事
業
所
、
工
場
、

倉
庫
等
の
改
装
ま
た
は
整
備
の
工
事
を
行
う

方
を
対
象
に
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
事
業　
新
規
創
業
者
空
き
店
舗
家
賃
補

　

助
事
業
と
同
事
業

補
助
額
（
10
万
円
以
上
の
工
事
が
対
象
）

　

対
象
経
費
の
30
㌫
（
上
限
60
万
円
）

補
助
対
象
者

○
出
水
市
に
店
舗
等
を
開
設
ま
た
は
本
社
・

　

本
店
を
新
規
に
創
業
し
て
、
事
業
を
実
施

　

し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

○
出
水
商
工
会
議
所
ま
た
は
鶴
の
町
商
工
会

　

が
主
催
す
る
創
業
に
係
る
研
修
や
経
営
指

　

導
を
受
け
て
い
て
、
創
業
後
、
出
水
商
工

　

会
議
所
ま
た
は
鶴
の
町
商
工
会
の
会
員
ま

　

た
は
会
員
と
な
る
予
定
の
者
で
、
同
会
議

　

所
等
の
推
薦
を
受
け
て
い
る
こ
と

○
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

○
２
年
以
上
営
業
を
継
続
で
き
る
見
込
み
が

　

あ
る
こ
と

※
着
工
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
経
費

○
店
舗
等
の
改
装
ま
た
は
整
備
に
係
る
設
計
費

○
店
舗
等
の
改
装
ま
た
は
整
備
に
係
る
工
事
費

○
店
舗
等
と
一
体
的
な
設
備
の
取
得
費

※
市
外
か
ら
の
材
料
購
入
費
に
つ
い
て
は
対

　

象
経
費
か
ら
除
外
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
新
規
創
業
者
空
き
店
舗
家
賃
補
助
事
業
と

　

重
複
し
て
申
請
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課

　

産
業
支
援
係
（
☎
�
４
０
４
０
）

企
業
活
動
の
支
援
制
度

　
次
の
業
種
の
企
業
等
が
、
市
内
に
企
業
立

地
す
る
場
合
、
市
内
企
業
が
設
備
投
資
や
雇

用
増
な
ど
行
う
場
合
に
、
税
の
優
遇
や
補
助

を
行
い
ま
す
。

優
遇
業
種　

製
造
業
、
鉱
業
、
植
物
工
場
、

　
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
水
産
養

　

殖
業
、物
流
業
、こ
ん
包
業
、研
究
所
、大
学
、

　

短
大
、
高
専
、
Ｉ
Ｔ
業
、
放
送
業
等

税
の
優
遇
制
度　
市
内
に
立
地
す
る
企
業
が

　

土
地
・
建
物
・
設
備
等
へ
２
５
０
０
万
円

　

以
上
の
投
資
を
行
う
場
合

　

▽
１
０
０
人
以
上
雇
用
の
企
業
で
固
定
資

　

産
税
を
10
年
間
免
除
お
よ
び
法
人
市
民
税

　
（
法
人
割
）
を
10
年
間
免
除
▽
50
人
以
上

　

雇
用
の
企
業
で
固
定
資
産
税
７
年
間
免
除

　

▽
30
人
以
上
雇
用
の
企
業
で
固
定
資
産
税

　

５
年
間
免
除
▽
30
人
未
満
雇
用
の
企
業
で

　

固
定
資
産
税
３
年
間
免
除

企
業
立
地
補
助　
次
の
表
の
と
お
り

地
場
産
業
の
支
援
制
度

地
場
産
業
起
業
支
援
補
助
金

　

市
内
で
生
産
さ
れ
る
農
林
水
産
品
を
自
ら

加
工
し
、主
た
る
商
品
と
し
て
販
売
す
る「
製

造
業
」「
小
売
業
」「
飲
食
業
」
等
を
起
業
す

る
方
に
対
し
て
、
当
該
事
業
所
で
新
規
雇
用

者
１
人
当
た
り
40
万
円
（
最
高
で
２
０
０
万

円
）
を
補
助
し
ま
す
。

魅
力
あ
る
職
場
環
境
整
備
支
援
補
助

○
市
内
植
木
業
・
造
園
業
者
等
に
請
け
負
わ

　

せ
た
生
垣
や
植
木
植
栽
等
工
事
に
、
対
象

　

工
事
費
の
15
㌫
（
上
限
30
万
円
）
を
補
助

企業立地補助制度
補助対象 立地場所 雇用条件 補助率 補助金上限 備考

①用地の取得 
（造成・解体込）

市内全域

10 人以上 15/100 5,000 万円

① ま た は ②、
どちらかの選
択制です。②建物・設備

の投資

10人以上20人未満 
（増設3人以上） 30/100

（増設
5/100）

3,000万円

20人以上30人未満 5,000万円

30人以上 1億円

③雇用補助金
市内に居住する従業員
（操業開始から５年以
内に市内転入者も追加
助成）

人数×30
万円 1億円

　

し
ま
す
。

○
市
内
業
者
に
請
け
負
わ
せ
た
福
利
厚
生
施

　

設
等
の
改
善
工
事
に
、
対
象
工
事
費
の
15

　

㌫
（
上
限
15
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課

　

産
業
支
援
係
（
☎
�
４
０
４
０
）
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市
役
所
・
消
防
署
・
出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
等
、

定
年
等
退
職
者
（
係
長
以
上
、
３
月
31
日
付
け
）

～
長
い
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
～

野
中　

郁
雄 

市
民
福
祉
部
長

吉
田　

定
男 

産
業
振
興
部
長

樋
口　

孝
志 

高
尾
野
支
所
長

川
本　

千
秋 

野
田
支
所
長

前
田　

裕
司 

会
計
管
理
者

川
曲　

聡 

議
会
事
務
局
長

本
蔵　

勉 

農
業
委
員
会
事
務
局
長

井
出
口　

司
郎 

消
防
本
部
消
防
長

清
原　

誠
一 

市
民
福
祉
部
福
祉
課
長

楠
元　

勇 

市
民
福
祉
部
こ
ど
も
課
長

森　
　

正
美 

産
業
振
興
部
農
林
水
産
整
備
課
長

北
園　

貢 

高
尾
野
診
療
所
事
務
課
長

久
米　

洋
一 

出
水
商
業
高
等
学
校
事
務
長

新
納　

忠
義 

消
防
本
部
消
防
総
務
課
長

山
下　

幸
男 

消
防
本
部
予
防
課
長

永
池　

利
美 

消
防
本
部
警
防
課
長

宮
下　

信
一 

出
水
消
防
署
石
坂
分
署
長

八
田　

幸
子 

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課
参
事

園
畠　

正
治

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
参
事

福
田　

敏
郎

　

建
設
部
都
市
計
画
課
主
幹

坂
下　

陽
子

　

野
田
保
育
園
主
幹
兼
園
長

華
野　

智
恵
子

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
看
護

　

部
外
来
看
護
科
技
術
主
幹
兼
看

　

護
師
長

冨
永　

久
美
子

　

市
民
福
祉
部
市
民
生
活
課
住
民

　

年
金
係
長

経
済
セ
ン
サ
ス

－

活
動
調
査

　
『
平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス

－

活
動
調
査
』

が
、
６
月
１
日
（
水
）
を
期
日
と
し
て
全
国
一

斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
全
国
す
べ

て
の
事
業
所
お
よ
び
企
業
を
対
象
に
実
施
し
ま

す
。（
た
だ
し
、
個
人
経
営
の
農
林
漁
業
な
ど
、

一
部
の
事
業
所
は
除
き
ま
す
。）

　

５
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
お
伺
い
し
て
調
査

票
を
配
布
し
、
６
月
中
に
回
収
す
る
方
法
が
主

な
調
査
方
法
で
、
一
部
の
事
業
所
で
は
、
総
務

省
か
ら
郵
送
等
に
よ
り
調
査
票
を
配
布
・
回
収

す
る
方
法
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
員
が
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
を
他
に
漏
ら
し
た
り
、
統
計
法
に
規
定

さ
れ
た
目
的
以
外
（
例
え
ば
徴
税
資
料
な
ど
）

に
使
用
す
る
こ
と
は
法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

調
査
票
は
厳
重
に
保
管
し
、
集
計
が
完
了
し

た
後
は
溶
解
処
分
す
る
な
ど
、
情
報
の
保
護
に

は
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

回
答
く
だ
さ
い
。

※
調
査
員
は
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
、必
ず「
調

　

査
員
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

※
簡
単
で
24
時
間
い
つ
で
も
回
答
可
能
な
、
イ

　

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
総
務
省
統
計
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.

　

e-census2016.stat.go.jp/

新
庁
舎
建
設
進
捗
状
況

　

昨
年
４
月
に
本
格
的
に
着
工

し
た
新
庁
舎
建
設
工
事
は
、

躯く
た
い体
外
部
の
工
事
を
終
え
、
内

部
の
工
事
に
も
入
っ
て
い
ま
す
。

　

地
上
５
階
建
て
（
５
階
は
機

械
室
の
み
）
の
姿
を
現
し
た
庁

舎
内
部
で
は
、
空
調
配
管
や
電

気
配
線
な
ど
の
設
備
・
電
気
工

事
や
間
仕
切
壁
の
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

外
部
面
で
は
サ
ッ
シ
取
り
付

け
や
防
水
等
の
工
事
を
行
っ
て

い
て
、
今
後
は
天
井
や
床
の
工

事
を
進
め
９
月
21
日
の
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
倉
庫
棟
建
設
工
事
に

も
着
手
し
、
現
在
基
礎
工
事
を

終
え
上
部
躯
体
工
事
に
入
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
随
時
工
事
の
進
捗

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

下
の
写
真
（
イ
メ
ー
ジ
図
）

は
、
２
階
の
同
じ
場
所
か
ら
の

視
線
で
の
比
較
で
す
。
左
が
新

庁
舎
２
階
部
分
の
完
成
イ
メ
ー

ジ
図
で
、
右
が
４
月
15
日
撮
影

の
工
事
中
の
写
真
で
す
。

現在工事中の新庁舎内部２階（４月 15 日撮影）新庁舎２階完成イメージ図
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市では、４月１日付けで、職員308人の人事異動を実施しました。係長以上の職員の異動をお知らせします。
本年度も、宮城県岩沼市への被災地支援のための職員派遣も行います。市職員308人を人事異動

消防事務部局
消防本部
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
消防本部

予防課 課長（消防司令） 橋上　洋一
予防係長（消防司令補） 金丸　秋生
危険物係長 予防課長（橋上

洋一）事務取扱
警防課 課長（消防司令） 川曲　徹

主幹兼警防係長
（消防司令補）

吉岡　公生

消防団係長
（消防司令補）

戸﨑　博貴

消防署
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
出水消防署 署長（消防司令） 消防本部警防課

長（川曲徹）兼補
庶務係 係長（消防司令補） 城須　智也
予防係 係長（消防司令補） 遠矢　真一
危険物係 主幹兼係長

（消防司令補）
井上　隆洋

警防係 係長（消防司令補） 脇田　英志
石坂分署 分署長（消防司令） 松原　広海

議会事務部局
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
議会事務局 事務局長 志柿　隆久

次長（主幹） 田中　一将
監査委員事務局
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
監査委員事務局 次長（係長） 橋本　哲也
公平委員会
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
公平委員会 次長（係長） 監査委員事務

局 次 長（ 橋 本
哲也）併任

選挙管理委員会事務局
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
選挙管理委員会事務局 事務局長 高 尾 野 支 所 長

（徳田克郎）併任
参事（次長事務取扱） 佐藤　義明

農業委員会事務局
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
農業委員会事務局 事務局長 桑田　俊彦
教育委員会事務部局
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
教育部 部長 岩元　亮二

教育総務課 課長 柿木　彰
主幹兼教育総務係長 川添　直

学校教育課 課長 塚元　宏雄
読書推進課 参事（読書推進係長

事務取扱）
福泉　幸子

生涯学習課 参事（文化係長事務
取扱）

内之浦　昭

部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名

生涯学習課 参事兼指導主事 田中　孝雄
主幹 大島　政彦
生涯学習係長 別府　順一

市民体育課 課長 古田　幸一
主幹兼体育振興係長 松下　孝

青年の家 所長 山口　徹
ツル博物館クレイ
ンパークいずみ

次長（主幹） 小塚　浩文

学校給食センター 次長（主幹） 石川　勝
出水商業高等学校 事務長 東　秀文

公営企業病院部局
出水総合医療センター
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名

事務部
経営企画課 企画情報係長 登本　義和
経営管理課 課長 池田　志郎
医事課 外来医事係長 松浦　泰博
地域医療連携室 室長 医事課長（宮

崎龍美）兼補
技術主幹兼看護師長 山野　ゆかり
次長 上原　吉雄

看護部 技術主幹兼看護師長 地域医療連携
室技術主幹兼
看護師長（山野
ゆかり）兼補

外来看護科 技術主幹兼看護師長 川﨑　民子
中央手術室 技術主幹兼看護師長 岩下　睦

医療安全管理室 技術主幹兼看護師
長

看護部外来看
護科中央手術
室技術主幹兼
看護師長（岩
下睦）兼補

高尾野診療所事務課 課長 石澤　令三
野田診療所事務課 課長 高尾野診療所

事 務 課 長（ 石
澤令三）兼補

公営企業水道部局
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
水道部

水道課 業務係長 堂之上　健二
建設係長 酒本　祐喜

北薩広域行政事務組合
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
北薩広域行政事務組合事務局

総務課 施設整備係長 山村　祐一郎
介護認定審査係長 池田　強

職員派遣
宮城県岩沼市へ派遣　　　　　　前田　裕司（再任用）
県後期高齢者医療広域連合へ派遣　　　　木下　輝之

※定年等退職者は、９ページをご覧ください。
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市職員308人を人事異動
４月１日付け人事異動（係長以上）
市長事務部局
本　庁
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
政策経営部

総務課 主幹 川平　信二
庶務法制係長 川畑　正樹

コミュニティ
推進室

室長 池田　幸弘
次長 コミュニティ推

進室長（池田幸
弘）事務取扱

総合政策課 主幹兼総合政策係長 松岡　秀和
安全安心推進課 課長 東畠　賢一

主幹兼安全安心推進係長 志水　靖博
財政課 主幹兼財政係長 宮﨑　毅

管財係長 今林　一郎
企画課 課長 畠山　義昭

企画係長 小田　大吉
行政改革係長 高口　悟

新庁舎建設課 主幹兼新庁舎建設係長 小村　郁則
市民福祉部 部長 福濱　敏郎

福祉課 課長 児島　勝文
主幹 竹之内　伸一
市民福祉政策係長 宮木　隆裕
障害福祉係長 﨑迫　真也

市民生活課 主幹兼健康保険係長 餅原　秀夫
住民年金係長 酒本　めぐみ

生活環境課 課長 山上　清和
生活環境係長 永山　修

税務課 課長 武和　真市
課税係長 長谷川　健

健康増進課 課長 木村　妙子
保健予防係長 健康増進課長（木

村妙子）事務取扱
いきいき長寿課 課長 冨永　栄二
こども課 課長 中里　裕孝

主幹兼子育て支援
係長

松原　淳市

こども施設係長 大迫　健次
米ノ津保育園 主任（主幹） 安楽　卓子
野田保育園 主幹兼園長 髙野　祥子

主任（主幹） 原田　真理
産業振興部 部長 宇都　修一

産業振興政策課 課長 竹内　進
主幹兼産業振興政策係長 松井　勉

スポーツ交流室
（国民体育大会
準備室）

室長 産業振興政策課
長（竹内進）兼補

次長 学校教育課指導
主事（西村陽一）
併任

シティセールス課 課長 春田　和彦

部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
シティセールス課 観光プロモーション係長 堀　昌伸

交流・定住促進係長 阿多　広隆
産業支援係長 宗像　完治

農政課 課長 丸田　康彦
参事 本田　秀昭
主幹 犬渕　哲郎
主幹兼農政畜産係長 住吉　祐一

農林水産整備課 課長 永福　辰已
技術主幹兼基盤整
備係長

松山　圭

建設部 部長 永江　昭登
参与 江﨑　良隆

都市計画課 技術主幹 堀田　常雄
建設政策係長 高見　勇吉
公営住宅係長 下村　吉人

住宅政策課 課長 田口　宏幸
住宅政策係長 住宅政策課長

（田口宏幸）事
務取扱

道路河川課 技術主幹兼維持係長 西郷　博行
管理係長 倉本　克樹

部等名 課　等　名 職　名 氏　名
会計管理者 森　真利子

会計室 室長 溝口　雄二
次長 会計室長（溝口

雄二）事務取扱
高尾野支所
部等名 課　等　名 職　名 氏　名
高尾野支所 支所長 徳田　克郎

総合市民課 課長 佐原　健司
主幹（市民福祉グ
ループ長）

上原　了子

主幹（総務・税グ
ループ長）

野平　豊徳

主幹 土﨑　昭憲
野田支所
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
野田支所 支所長 東　裕治

総合市民課 主 幹（ 市 民 福 祉 グ
ループ長）

外戸口　省太

主幹 品川　弘幸
消防事務部局
消防本部
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
消防本部 消防長（消防司令長） 原田　公司

次長（消防司令） 大平　伸章
消防総務課 課長 消 防 本 部 次 長

（大平伸章）兼補
主幹兼庶務係長 益田　真一
主幹兼通信指令係長 猪木　哲雄



マイナンバー通信⑭　つるのしんと
マイナちゃんによる

－マイナンバーＱ＆Ａ①（制度全般）－マ
イ
ナ
ン
バ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん

今回は、国が作成したマイナンバーＱ＆Ａを紹介するね。
「制度全般」「個人情報保護」「マイナンバーカード・マイ
ナポータル」の３回に分けて紹介するよ。

マイナンバー制度に関して分からないことがあるんだけど？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
Ｑ
＆
Ａ
①
【
制
度
全
般
】

Ｑ
１　
こ
れ
ま
で
生
活
に
支
障
が
な
か
っ
た
の

　
に
、
な
ぜ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
導
入
す
る

　
の
で
す
か
。

Ａ
１　
こ
れ
ま
で
も
、
例
え
ば
、
福
祉
サ
ー
ビ

　

ス
や
社
会
保
険
料
の
減
免
な
ど
の
対
象
者
か

　

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
国
の
行
政
機
関

　

や
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
間
で
情
報
の
や
り

　

取
り
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
番
号
で
個
人
の

　

情
報
を
管
理
し
て
い
た
た
め
、
氏
名
や
住
所

　

な
ど
で
の
個
人
の
特
定
に
時
間
と
手
間
を
か

　

け
て
い
ま
し
た
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
で
、
社
会
保
障
、

　

税
、
災
害
対
策
の
３
分
野
に
つ
い
て
、
共
通

　

の
番
号
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
の

　

特
定
を
確
実
か
つ
速
く
行
う
こ
と
が
で
き
る

　

よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
２　
制
度
導
入
に
よ
る
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト

　
は
何
で
す
か
。

Ａ
２　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
①
行

　

政
を
効
率
化
し
、
人
や
財
源
を
国
民
サ
ー
ビ

　

ス
に
振
り
向
け
ら
れ
る
こ
と
。
②
社
会
保
障
・

　

税
に
関
す
る
行
政
の
手
続
き
で
添
付
書
類
が

　

削
減
さ
れ
る
こ
と
や
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通

　

じ
た
お
知
ら
せ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
よ
る
国
民

　

の
利
便
性
の
向
上
。
③
所
得
を
よ
り
正
確
に

　

把
握
す
る
こ
と
で
、
き
め
細
や
か
な
社
会
保

　

障
制
度
を
設
計
し
、
公
平
・
公
正
な
社
会
を

　

実
現
す
る
こ
と
。
の
大
き
く
３
つ
で
す
。

Ｑ
３　
ど
の
よ
う
な
場
面
で
使
う
の
で
す
か
。

Ａ
３　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
誰
が
ど
の
よ
う
な
場

　

面
で
使
う
か
は
、
法
律
や
条
例
で
決
め
ら
れ

　

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
言
う
と
、
国
の
行
政

　

機
関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
社
会
保
障
、

　

税
、
災
害
対
策
の
分
野
で
利
用
し
ま
す
。

　
　

年
金
、
雇
用
保
険
、
医
療
保
険
の
手
続
き

　

や
生
活
保
護
、
児
童
手
当
そ
の
他
の
福
祉
給

　

付
、
確
定
申
告
な
ど
税
の
手
続
き
な
ど
に
マ

　

イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

※
税
や
社
会
保
険
の
手
続
き
を
勤
務
先
の
事
業

　

主
や
金
融
機
関
な
ど
が
個
人
に
代
わ
っ
て
手

　

続
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
４　
預
貯
金
や
資
産
ま
で
行
政
の
職
員
な
ど

　
に
見
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
か
。

Ａ
４　
作
年
９
月
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
改
正
で

　

２
０
１
８
年
を
目
途
に
預
貯
金
口
座
へ
の
マ

　

イ
ナ
ン
バ
ー
の
付
番
が
始
ま
る
予
定
で
す
。

　
　

た
だ
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
付
番
は
義
務

　

で
は
な
く
任
意
で
す
。

Ｑ
５　
副
業
が
会
社
に
ば
れ
て
し
ま
う
と
い
う

　
の
は
本
当
で
す
か
。

Ａ
５　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
伴
い
、
地

　

方
税
関
係
手
続
き
が
変
更
さ
れ
る
わ
け
で
は

　

な
く
、
副
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
会
社
に

　

分
か
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

住
民
税
の
税
額
等
は
、
特
別
徴
収
額
の
決

　

定
通
知
書
に
よ
り
給
与
支
払
者
を
経
由
し
て

　

納
税
義
務
者
に
対
し
て
通
知
さ
れ
て
い
て
、

　

こ
の
通
知
書
に
前
年
の
給
与
収
入
合
計
額
が

　

記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
在
で
も
、
勤
務

　

先
の
企
業
が
支
払
っ
た
給
与
額
と
の
比
較
で
、

　

副
業
を
行
っ
て
い
こ
と
が
分
か
る
場
合
も
あ

　

り
ま
す
。

Ｑ
６　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
誰
に
で
も
提
供
し
て

　
い
い
の
で
す
か
。

Ａ
６　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
社
会
保
障
、
税
、
災

　

害
対
策
の
分
野
の
手
続
き
の
た
め
に
行
政
機

　

関
等
に
提
供
す
る
場
合
を
除
き
、
む
や
み
に

　

他
人
に
見
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
具
体
的
な

　

提
供
先
は
、
税
務
署
、
地
方
公
共
団
体
、
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
、
年
金
事
務
所
、
健
康
保
険
組

　

合
、
勤
務
先
、
金
融
機
関
な
ど
で
す
。

※
個
人
の
ブ
ロ
グ
な
ど
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
公

　

表
す
る
と
、
法
律
違
反
に
な
る
可
能
性
も
あ

　

り
ま
す
。

Ｑ
７　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
う
場
合
に
何

　
に
注
意
す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

Ａ
７　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
利

　

用
す
る
番
号
な
の
で
、
通
知
カ
ー
ド
や
マ
イ

　

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
な
く
し
た
り
、
マ
イ
ナ

　

ン
バ
ー
を
む
や
み
に
提
供
し
た
り
し
な
い
よ

　

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

行
政
機
関
な
ど
が
口
座
番
号
や
口
座
の
暗

　

証
番
号
、
家
族
構
成
や
年
金
・
保
険
の
情
報

　

な
ど
を
聞
い
た
り
、
お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

　

ド
を
要
求
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と

　

も
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う
な
内
容
の
電
話
、

　

手
紙
、
メ
ー
ル
、
訪
問
な
ど
に
は
絶
対
に
応

　

じ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
８　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
希
望
す
れ
ば
自
由
に

　
変
更
で
き
ま
す
か
。

Ａ
８　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
原
則
と
し
て
生
涯
同

　

じ
番
号
を
使
っ
て
い
た
だ
き
、
自
由
に
変
更

　

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

た
だ
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
漏
え
い
し
て

　

不
正
に
用
い
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

　

ら
れ
る
場
合
に
は
本
人
の
申
請
や
市
長
の
職

　

権
で
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
無
料
）

　
（
☎
０
１
２
０

－

９
５

－

０
１
７
８
）

12広報いずみ2016（平成28年）５月



　

先
人
が
残
し
た
名
所
、
旧
跡
な

ど
を
歩
い
て
訪
ね
、
ふ
る
さ
と
の

文
化
や
歴
史
を
学
ぶ
た
め
「
史
跡

め
ぐ
り
歩
こ
う
大
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
今
回
の
コ
ー
ス
は
荘
地
区

を
中
心
に
市
内
に
残
る
遺
跡
な
ど

約
５
キ
ロ
を
巡
り
ま
す
。

 

５
月
15
日
（
日
）

　

午
前
９
時
45
分
～
正
午

　
（
午
前
９
時
受
け
付
け
開
始
）

集
合
場
所

　

荘
中
学
校
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

※
車
の
方
は
、
荘
中
学
校
ク
ラ
ブ

　

ハ
ウ
ス
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

　

さ
い
。

対
象
者　
健
康
な
方
で
あ
れ
ば
誰

　

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
小
学
３

　

年
生
以
下
は
、
保
護
者
等
の
同

　

伴
に
限
り
ま
す
。

 

電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
５
月
12
日
（
木
）

　

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

･

　

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

　

育
課
（
☎
�
２
２
０
０
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
２
２
０
２
）

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

　

６
月
１
日
か
ら
の
「
歯
と
口
の

健
康
週
間
」
に
合
わ
せ
、
小
・
中

学
校
児
童
生
徒
に
よ
る
「
図
画
・

ポ
ス
タ
ー
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

図
画
ポ
ス
タ
ー
展

展
示
期
間

　

６
月
４
日（
土
）～
同
10
日（
金
）

 
プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出
水
店

　

ト
ゥ
モ
ロ
ー
高
尾
野
店

　

ト
ゥ
モ
ロ
ー
下
水
流
店

　

Ａ
コ
ー
プ
鹿
児
島
野
田
店

※
展
示
期
間
お
よ
び
展
示
場
所
は
、

　

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

図
画
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式

 

６
月
４
日
（
土
）
午
後
３
時

 

市
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル

 

出
水
郡
歯
科
医
師
会

　
（
よ
し
だ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

　
（
☎
�
３
４
４
３
）

　
「
駅
前
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

約
30
店
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
飲
食
店
の
出
店
が
あ
り
、
和

太
鼓
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
等
の
演
奏

や
ダ
ン
ス
な
ど
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

歯
と
口
の
健
康
週
間

図
画
ポ
ス
タ
ー
展

　

当
日
は
、堆
肥
の
無
料
配
布（
先

着
１
０
０
袋
）
も
あ
り
ま
す
。
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

 

５
月
15
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

出
水
駅
西
口
多
目
的
広
場

 

出
水
駅
周
辺
施
設
指
定
管
理

　

者
（
株
）
ト
シ
ヒ
ロ
出
水
支
店

　
（
☎
�
９
４
５
５
）

　

公
益
社
団
法
人　

北
薩
法
人
会

の
「
設
立
35
周
年
記
念
講
演
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

講
師
は
、
第
１
部
が
出
水
税
務

署
法
人
課
税
部
門
統
括
国
税
調
査

官
の
椎
葉
和
彦
氏
で
、
第
２
部
が

鹿
屋
市
柳
谷
（
や
ね
だ
ん
）
自
治

公
民
館
長
の
豊
重
哲
郎
氏
で
す
。

 
５
月
27
日
（
金
）

　

午
後
４
時
15
分

 

ホ
テ
ル
キ
ン
グ

入
場
料　
無
料

※
定
員
１
０
０
人

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

 

北
薩
法
人
会
事
務
局

　
（
☎
�
１
３
３
８
）

駅
前
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
（
出
水
駅
）

ふ
る
さ
と
の
文
化
や

歴
史
に
ふ
れ
ま
せ
ん
か

※省略記号　 …日時　 …場所　 …申し込み　 …問い合わせ先

　

公
益
社
団
法
人　

日
本
青
年
会

議
所
九
州
地
区
鹿
児
島
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
の
第
42
回
鹿
児
島
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
（
鹿
児
島
県
大
会
）
が
13

年
ぶ
り
に
出
水
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
開
催

に
合
わ
せ
、
地
域
の
た
か
ら
を
掘

り
起
こ
し
情
報
発
信
の
場
と
す
る

た
め
に
「
出
水
た
か
ら
市
」
も
開

催
さ
れ
る
ほ
か
、
飲
食
ブ
ー
ス
な

ど
も
出
店
さ
れ
る
予
定
で
す
。

 

５
月
28
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

市
文
化
会
館
駐
車
場
（
雨
天
時

　

市
文
化
会
館
ホ
ワ
イ
エ
）

 

一
般
社
団
法
人
さ
つ
ま
出
水

　

青
年
会
議
所
事
務
局

　
（
☎
�
１
４
５
９
）

北
薩
法
人
会
設
立
35
周

年
記
念
講
演
会

日
本
青
年
会
議
所
九
州

地
区
・
鹿
児
島
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
開
催

　

出
水
子
ど
も
劇
場
に
よ
る
、
劇

団
風
の
子
「
風
の
一
座
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

 

５
月
27
日
（
金
）　

　

午
後
６
時
30
分
（
午
後
６
時
15

　

分
開
場
）

 

野
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

　

ー
※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

 

出
水
子
ど
も
劇
場
事
務
局

　
（
☎
�
５
４
５
４
）

子
ど
も
劇
場
５
月
例
会

甲
かっちゅう

冑の試着体験
　市公開武家屋敷で、出水麓
街なみ保存会により「甲

かっちゅう

冑の
試着体験が開催されます。
体験料金は、無料です。

 ５月４日（水・祝日）、
　 同５日（木・祝日）
　午前 10 時～午後４時

 市公開武家屋敷「税所邸」
 税所邸（☎ 63－ 6142）
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市
も
て
な
し
の
心
育
成
協
議
会

に
よ
る
「
あ
く
ま
き
と
新
茶
」
の

お
も
て
な
し
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

新
茶
の
季
節
を
迎
え
る
こ
の
時

期
な
ら
で
は
の
雰
囲
気
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

 

５
月
４
日
（
水
・
祝
日
）、

　

同
５
日
（
木
・
祝
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
両
日
と
も
先
着
１
０
０
人

 

市
公
開
武
家
屋
敷
「
竹
添
邸
」

料
金　

１
人
当
た
り
１
０
０
円

 

本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課
観

　

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
係

　
（
☎
�
４
０
６
１
）

　

市
で
は
、
保
健
師
、
看
護
師
等

に
よ
る
健
康
相
談
（
個
別
相
談
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
各
会
場
で
実
施
し
ま
す
の

で
、
お
近
く
の
会
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
「
健
診
結
果
や
血
液
検
査
の
見

方
が
分
か
ら
な
い
」「
塩
分
摂
取

量
が
ど
の
く
ら
い
か
確
認
し
た

い
」「
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
改

善
の
た
め
の
食
事
を
栄
養
士
に
聞

い
て
み
た
い
」
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
同
11
時

　
（
野
田
の
み
午
後
１
時
30
分
～

　

同
３
時
）

相
談
料　
無
料

内
容　
保
健
師
・
看
護
師
に
よ
る

　

個
別
相
談
、
歯
科
衛
生
士
に
よ

　

る
歯
科
相
談
（
日
程
表
で
★
の

　

日
の
み
）、
管
理
栄
養
士
に
よ

　

る
栄
養
相
談
（
●
の
日
の
み
）、

　

血
圧
測
定
、
検
尿
、
体
組
成
測

　

定
、
汁
も
の
塩
分
測
定
、
塩
分

　

摂
取
量
測
定（
早
朝
尿
に
よ
る
）

持
参
す
る
物　
手
ぶ
ら
で
Ｏ
Ｋ

　

健
康
手
帳
、
元
気
度
ア
ッ
プ
ポ

　

イ
ン
ト
手
帳
、
健
診
結
果
票
な

　

ど
が
あ
れ
ば
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
塩
分
摂
取
量
測
定
希
望
の
方
は
、

　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

※
出
水
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
随

　

時
相
談
を
承
り
ま
す
が
、
対
応

　

ス
タ
ッ
フ
調
整
の
た
め
、
事
前

　

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今
月
の
環
境
標
語
～
２
０
１
５
年
度
環
境
標
語
作
品
展
よ
り
～

ぽ
い
す
て
は
　
き
み
の
こ
こ
ろ
も
　
よ
ご
し
て
く

荘
小
学
校
　
一
年
　
七
社
　
日
　
和

ゴ
ミ
一
つ
　
分
別
す
れ
ば
　
芽
が
生
え
る

荘
中
学
校
　
三
年
　
濵
畑
　
明
日
香

（
注
）
学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
現
在

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

将
来
の
自
分
の
た
め
に

健
康
相
談

・
　

健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
（
☎
�
２
１
４
８
）

日
程
表　
次
の
と
お
り
で
す
。

あ
く
ま
き
と
新
茶
の

お
も
て
な
し

米ノ津公会堂 高尾野農業者健康管理センター 江内カントリーコア 野田健康増進センター
原則第３木曜日 原則第３金曜日 原則第２木曜日 原則第１月曜日

４月21日 ４月15日 ４月14日 ４月４日
５月19日★歯科 ５月20日 ５月12日★歯科 ５月２日
６月16日●栄養 ６月17日★歯科 ６月９日●栄養 ６月６日★歯科
７月21日 ７月15日●栄養 ７月14日 ７月４日●栄養
８月18日 ８月19日 ８月４日 ８月１日
９月15日★歯科 ９月16日 ９月８日★歯科 ９月５日

 

～
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

　
は
～

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
の
拠
点
と
し
て
、
高
齢
者

と
そ
の
家
族
を
支
え
る
機
関
で

す
。
介
護
だ
け
で
な
く
福
祉
、
健

康
、
医
療
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
、
地
域
の
相
談
窓
口
の
機
能
を

持
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
業
務
内
容

権
利
擁
護
…
お
金
の
管
理
や
契
約

　

な
ど
に
不
安
が
あ
る
高
齢
者
や

　

虐
待
被
害
に
遭
っ
て
い
る
高
齢

　

者
に
対
し
て
そ
の
人
が
持
つ
権

　

利
を
守
る
た
め
の
支
援
を
し
ま

　

す
。

総
合
相
談
…
介
護
に
関
す
る
相
談

　

や
悩
み
以
外
に
も
、
福
祉
や
医

　

療
、
そ
の
他
生
活
に
関
す
る
相

高
齢
者
の
暮
ら
し
を

サ
ポ
ー
ト

　

談
も
お
受
け
し
ま
す
。

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
…

　

要
支
援
１
・
２
と
認
定
さ
れ
た

　

人
や
、
支
援
や
介
護
が
必
要
と

　

な
る
お
そ
れ
が
高
い
人
が
自
立

　

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
介
護

　

保
険
や
介
護
予
防
事
業
な
ど
で

　

介
護
予
防
の
支
援
を
し
ま
す
。

包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
…
暮
ら
し
や
す
い
地
域
に
す

　

る
た
め
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

　

へ
の
指
導
や
相
談
、
さ
ま
ざ
ま

　

な
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

　

構
築
や
調
整
を
図
り
ま
す
。

今
後
、
在
宅
介
護
を
受
け
る
高
齢

者
が
増
え
る
中
で
、
困
り
ご
と
も

複
雑
に
な
っ
て
く
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
相
談
窓
口
）

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
（
本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
内
）

　
（
☎
�
４
０
５
３
）

日程
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※省略記号　 …日時　 …場所　 …申し込み　 …問い合わせ先

　

認
知
症
の
母
と
還
暦
過
ぎ
の

息
子
が
織
り
な
す
、
笑
い
と
感

動
の
介
護
体
験
記
の
舞
台
「
ペ

コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」

を
開
催
し
ま
す
。

 

８
月
７
日
（
日
）

　

午
後
６
時
開
演

 

市
文
化
会
館

前
売
券
販
売
開
始
日
時

　

５
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時

※
発
売
日
の
み
１
人
４
枚
ま
で

入
場
料
★
全
席
指
定
席
★

大
人
▽
Ｓ
席
５
０
０
０
円
▽
Ａ

　

席
４
０
０
０
円
▽
Ｂ
席
３
０

　

０
０
円
▽
ペ
ア
券
大
人
２
枚

　

Ｓ
席
９
０
０
０
円
（
中
央
公

　

民
館
の
み
）

高
校
生
以
下
▽
Ｓ
席
４
０
０
０

　

円
▽
Ａ
席
３
０
０
０
円
▽
Ｂ

　

席
２
０
０
０
円

※
当
日
券
は
、
５
０
０
円
増
し

　

で
す
。

※
入
場
料
は
、
払
い
戻
し
し

　

ま
せ
ん
。

※
販
売
所
に
よ
り
取
り
扱
い

　

席
が
異
な
り
ま
す
。

※
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入

　

場
・
同
伴
は
お
断
り
し
ま

　

す
。
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
ご

　

利
用
く
だ
さ
い
。（
７
月

　

20
日
ま
で
に
要
予
約
）

 
市
中
央
公
民
館

　
（
☎
�
２
１
０
６
）

　

夏
休
み
に
、
本
市
と
友
好
都
市

で
あ
る
山
口
県
周
南
市
に
中
学

生
・
高
校
生
を
派
遣
し
ま
す
。

派
遣
時
期　
７
月
26
日
（
火
）
～

　

28
日
（
木
）　

２
泊
３
日

派
遣
場
所　
山
口
県
周
南
市

派
遣
内
容

　

回
天
記
念
館
、
鶴
い
こ
い
の
里

　

交
流
セ
ン
タ
ー
、
農
家
民
泊
等

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

応
募
資
格

（
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方
）

①
本
市
に
住
所
を
有
す
る
中
学
１

　

年
生
～
高
校
３
年
生

②
事
前
説
明
会
お
よ
び
事
後
報
告

　

会
に
参
加
で
き
る
方

友
好
都
市
周
南
市
へ
の

青
少
年
派
遣
者
を
募
集

③
協
調
性
に
富
み
、
規
律
あ
る
団

　

体
行
動
が
で
き
る
方

募
集
人
数　
12
人

派
遣
費
用

○
派
遣
行
程
の
交
通
費
、
食
費
、

　

宿
泊
費
は
公
費
負
担

○
旅
行
傷
害
保
険
等
の
個
人
に
係

　

る
経
費
は
、
自
己
負
担

 

本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課
、
同

　

市
民
相
談
室
、
各
支
所
総
合
市

　

民
課
に
備
え
て
あ
る
申
込
書
に

　

必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
上
、

　

本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課
に
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

　

す
。

募
集
期
限　
５
月
23
日
（
月
）

※
郵
送
の
場
合
必
着

※
選
考
結
果
は
、
後
日
連
絡
し
ま

　

す
。

・
　

本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課

　

交
流
・
定
住
促
進
係

　
（
☎
�
４
０
５
９
）

　

市
と
鹿
児
島
い
ず
み
農
業
協
同

組
合
で
は
、
農
業
で
自
立
を
目
指

す
新
規
就
農
希
望
者
を
受
け
入
れ

て
、
農
業
技
術
や
経
営
手
法
等
の

研
修
を
実
施
し
、
農
業
の
担
い
手

を
確
保
・
育
成
す
る
た
め
、
研
修

生
を
募
集
し
ま
す
。

研
修
条
件　
離
職
ま
た
は
離
職
予

　

定
の
方
で
、
農
業
に
対
す
る
固

　

い
意
志
と
、
意
欲
の
あ
る
新
規

　

就
農
希
望
者
で
、
研
修
期
間
終

　

了
後
も
引
き
続
き
市
内
に
居
住

　

し
就
農
で
き
る
方

年
齢
等　
50
歳
未
満
で
市
内
に
住

　

所
を
有
す
る
方

研
修
期
間

　

１
年
以
内
（
本
年
８
月
～
２
０

　

１
７
年
７
月
）（
予
定
）

研
修
場
所　

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
、

　

生
産
農
家
等
（
施
設
・
ほ
場
）

新
規
就
農
者
研
修
生
を

募
集

研
修
作
物　
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
中
心

　

と
し
た
ハ
ウ
ス
品
目
と
露
地
野

　

菜
品
目
を
組
み
合
わ
せ
た
栽
培

　

研
修
や
育
苗
研
修
な
ど

募
集
人
員　
２
人
以
内

募
集
期
限　
５
月
16
日
（
月
）

※
申
込
書
必
着

申
込
書
設
置
場
所

　

鹿
児
島
い
ず
み
農
協
本
所
園
芸

　

農
産
指
導
課

研
修
助
成
金

　

１
人
当
た
り
月
額
15
万
円
助
成

※
研
修
終
了
後
５
年
間
は
就
農
す

　

る
こ
と
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま

　

す
。（
本
研
修
は
雇
用
で
は
あ

　
り
ま
せ
ん
）

研
修
生
の
決
定

　

研
修
の
動
機
お
よ
び
将
来
の
計

　

画
等
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、

　

面
接
の
上
決
定
し
ま
す
。
面
接

　

日
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

そ
の
他

　

農
業
経
営
を
開
始
す
る
た
め
に

　

は
手
持
ち
資
金
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

・
　

鹿
児
島
い
ず
み
農
協
本
所

　

園
芸
農
産
指
導
課
（
☎
�
２
６

　

３
０
（
内
線
２
４
２
））

　

富
士
山
登
山
・
テ
ン
ト
生
活
体

験
・
野
外
炊
飯
体
験
・
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
国
際
交
流
キ
ャ

ン
プ
で
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

 

８
月
１
日（
月
）～
同
５
日（
金
）

対
象
者　
小
学
３
年
生
～
中
学
生

　

３
年
生
の
日
本
人
80
人
、
外
国

　

人
20
人

※
６
月
18
日
（
土
）
に
福
岡
市
で

　

説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年

　

研
修
協
会
（
東
京
都
品
川
区
）

　
（
☎
０
３

－

６
４
１
７

－

９
７

　

２
１
）

　

URL　

http://w
w

w
.kskk.or.jp/

2016 年度出水市自主文化事業

前売券販売所
出 水 地 区　市中央公民館・金海堂
　 　 　 　　諏訪書店・リリーズ
高尾野地区　セブンプラザエジソン館
　　　　　　（マエダ電器）
野 田 地 区　( 有 ) 南日本新聞野田販売所
米ノ津地区　安易屋衣料品店
※ファミリーマート店頭
　イープラス　http://eplus.jp

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

青
少
年
国
際
交
流

キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

厚生労働省推薦作品
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県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
委
託
訓
練
「
ワ
ー
プ
ロ
・
表
計

　

算
３
級
程
度
の
技
能
習
得
等
」
の

　

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

５
月
２
日（
月
）～
６
月
10
日（
金
）

訓
練
期
間

　

７
月
１
日（
金
）～
９
月
30
日（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

定
員　
22
人

訓
練
場
所　
出
水
共
同
高
等
職
業
訓

　

練
校
（
出
水
市
野
田
町
上
名
６
０

　

３
１
番
地
）

受
講
料　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担

選
考
試
験　
６
月
17
日
午
前
９
時
か

　

ら
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
校
で
実

　

施
し
ま
す
。

 

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　

〒
８
９
５

－

１
８
０
４　

薩
摩
郡

　

さ
つ
ま
町
船
木
８
８
１
番
地

　
（
☎
０
９
９
６

－

５
３

－

０
２
０

　

７
）

※
出
水
職
業
訓
練
校
の
移
転

　

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練

　

校
が
、
本
年
４
月
、

　

野
田
保
健
セ
ン
タ
ー

　

内
に
移
転
し
ま
し

　

た
。（
☎
�
２
４
５
１
）

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
一
日

外
来
人
間
ド
ッ
ク
利
用
料
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。利
用
は
、一
般
ド
ッ

ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
で

年
度
内
１
回
で
す
。
ド
ッ
ク
利
用
者

は
、
特
定
健
康
診
査
（
国
民
健
康
保

険
）、長
寿
健
診（
後
期
高
齢
者
医
療
）

を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
者

○
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

　

本
年
４
月
１
日
現
在
、
35
歳
以
上

　

で
被
保
険
者
期
間
が
６
カ
月
以
上
、

　

か
つ
前
年
度
分
ま
で
の
国
保
税
を

　

完
納
し
て
い
る
方

○
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

　

前
年
度
分
ま
で
の
保
険
料
を
完
納

　

し
て
い
る
方
。

市
内
医
療
機
関
を
利
用
す
る
方

 

保
険
証
と
印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、

　

本
庁
市
民
生
活
課
ま
た
は
各
支
所

　

総
合
市
民
課
に
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

受
付
期
間　
５
月
16
日
（
月
）
午
前

　

８
時
30
分
～
定
員
に
達
す
る
ま
で

検
査
実
施
期
間　
本
年
６
月
～
２
０

　

１
７
（
平
成
29
）
年
３
月

※
市
外
医
療
機
関
を
利
用
す
る
方
は
、

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
生
活
燃
料
課

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
日
外
来
人
間
ド
ッ
ク
の

利
用
者
を
募
集

パ
ソ
コ
ン
・
実
務
科

訓
練
生
募
集

市
　
内
　
医
　
療
　
機
　
関

一般ドック（一般コース・女性コース） 脳ドック

定員

国保 86 人 後期高齢 13 人

国保 40 人 後期高齢４人
一般コース 女性コース 一般コース 女性コ－ス

65 人 21 人 ９人 ４人

※女性コースは出水総合医療センターのみで実施

検査内容

計測、循環器、消化器、肝機能、腎機能、血清脂質、糖尿病、
すい機能、貧血、痛風、一般血液、検尿、精密眼底、腹部
超音波等の検査
乳がん検査・子宮がん検診（女性コースのみ）

ＭＲＡ（脳の血流）検査、
ＭＲＩ（脳の断層撮影）検査、
計測、循環器、肝機能、血清
脂質、糖尿病、一般血液等の
検査

補助額
および

自己負担額

＜一般コース＞
補助上限額　　26,000 円
自己負担額　～14,900 円

＜女性コース＞
補助上限額　　34,000 円
自己負担額　～14,580 円

※出水総合医療センターのみ実施

補助上限額　　27,000 円
自己負担額　～12,000 円

指定医療機関 出水総合医療センターまたは市が指定した市内医療機関 出水総合医療センター

市
外
医
療
機
関

補助額

＜一般コース＞
補助上限額　23,000 円

（18,000 円※）

＜女性コース＞
補助上限額　26,000 円

（21,000 円※）

＜大腸コース＞
補助上限額　29,000 円

（24,000 円※）
※は、特別料金対象者の場合。
　詳しくは、ＪＡ鹿児島いずみ生活燃料課にお問い合わせください。

指定医療機関 農協厚生連健康管理センター

 本庁市民生活課健康保険係（⑩番窓口）（☎ 63 － 4041）
　 高 尾 野 支 所 総 合 市 民 課（③番窓口）（☎ 82 － 5416）
　 野 田 支 所 総 合 市 民 課（①番窓口）（☎ 84 － 4813）、ＪＡ鹿児島いずみ生活燃料課（☎ 64 － 2625）
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掲
載
の
決
定　
広
告
の
内
容
を
審

　

査
し
、
掲
載
が
適
当
と
認
め
ら

　

れ
る
申
込
者
の
中
か
ら
、
市
内

　

に
店
舗
・
営
業
所
等
を
有
す
る

　

方
を
優
先
し
、
先
着
順
と
し
ま

　

す
。

・
　

本
庁
総
務
課
庶
務
法
制
係

　
（
☎
�
４
１
２
４
）

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

som
uka_c

　
@

city.izum
i.kagoshim

a.jp

川
かわばた

畑　壽
じゅういち

一さん（75）
出水市の好きなところは？
　出水平野に心地よい風が吹
き、あちらこちらで小鳥のさ
えずりを聞き、自然に心が洗
われる所が好きです。
出水市に望むことは？
　恵まれた史跡・名勝があり
ながら、いまひとつ観光に生
かされていない。官・民とも
にＰＲに知恵を出してほしい。

山
やまうち

内　照
て る よ

代さん（82）
出水市の好きなところは？
　自然の恵みの豊かさと、人
と人とのつながりの温かさ、
そして、安心して心豊かに暮
らせる出水市が好きです。
出水市に望むことは？
　近頃、周りを見れば子ども
たちの数の少なさに気付かさ
れます。若い世代が定住でき
るように、安定して働ける場
を増やしてほしい。

新鮮！安い！うまい！
名護新鮮おさかな市

日時　５月 14 日（土）
　　　午前 11 時
場所　名護漁港

　

市
で
は
、
文
書
発
送
用
封
筒
に

掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
封
筒
広
告
は
、
封
筒
の
作

成
費
用
の
一
部
を
広
告
主
に
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
自
主
財
源

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

　

募
集
は
年
１
回
で
す
の
で
、
こ

の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
広
告
内
容
の
電
子
デ
ー
タ
を
Ｅ

　

メ
ー
ル
で
提
出
し
て
い
た
だ
き

　

ま
す
。

応
募
期
限　
５
月
20
日
（
金
）

封
筒
に
掲
載
す
る
広
告

を
募
集

※省略記号　 …日時　 …場所　 …申し込み　 …問い合わせ先

　

市
制
施
行
10
周
年
記
念
「
出
水

市
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

 

５
月
28
日
（
土
）
午
前
９
時

 

出
水
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

プ
レ
ー
料　
８
５
０
０
円

参
加
料　
１
５
０
０
円

定
員　
１
０
０
人

対
象
者　
ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
親
睦

　

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
市
外
在
住
の
方
も
参
加
可
能

競
技
方
法　
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー

　

ク
プ
レ
ー
。
ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
に

　

て
順
位
決
定
（
同
ネ
ッ
ト
の
場

　

合
は
年
齢
優
先
）。

応
募
期
限　
５
月
14
日
（
土
）

 
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
　

出
水
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　
（
☎
�
０
９
１
３
）

出
水
市
長
杯
（
ゴ
ル
フ
）

参
加
者
を
募
集

封筒の種別 広告掲載枚数
（封筒作成枚数）※１ 募集枠 広告の大きさ・色

※２
広告１枠の料金
（消費税込み）

角２封筒
（図面封筒） 40,000 枚 ８枠 縦６ × 横 10 ㎝

・白地に紺色 36,000 円

長３封筒
（中封筒） 60,000 枚 ４枠 縦４．８ × 横９ ㎝

・白地に紺色 41,000 円

※１　この広告入り封筒は、おおむね１年以内に使い切りますが、各課在庫等の　　
　関係で１年以内で使い切らないこともあります。
※２　複数枠を利用することができます。（広告料は １枠の料金 × 枠数 となります。）

 

 

◆ こ の 封 筒 は 、 広 告 主 の 御 協 力 に よ り 作 成 さ
れ ま す ◆

広 告  

広 告  

 

広 告  

広 告  

広 告  

広 告  

 

 

 
広 告  

広 告  

広 告  

広 告  

「
出
水
音
楽
祭
」
出
演
団
体
を
募
集

　

12
月
４
日
（
日
）、
市
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
る
「
出
水
音
楽
祭
」
に
出
演
を
希
望
す

る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
資
格　
年
間
を
通
じ
市
内
で
活
動
し
て

　

い
る
合
唱
ま
た
は
、
器
楽
合
奏
の
団
体

参
加
要
領　
出
演
に
要
す
る
経
費
は
、
出
演

　

者
の
負
担
と
し
ま
す
。

※
１
団
体
当
た
り
の
持
ち
時
間
・
出
演
順
番

　

等
は
、
参
加
団
体
で
組
織
す
る
実
行
委
員

　

会
で
決
定
し
ま
す
。

募
集
期
間　
５
月
１
日（
日
）～
同
31
日（
火
）

　

市
中
央
公
民
館
に
備
え
て
あ
る
申
込
書

　

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

　

市
中
央
公
民
館
（
☎
�
２
１
０
６
）

▷
中
封
筒

▷
図
面
封
筒
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出
水
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
運
営
業
務
を
公
正
・
中
立
に

行
い
、
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
に

運
営
協
議
会
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
委
員
の
募
集
を
行
い
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の
要
領

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
予
防
サ

　

ー
ビ
ス
の
利
用
者　

１
人

○
介
護
保
険
の
１
号
ま
た
は
２
号

　

被
保
険
者　

３
人

※
会
議
に
出
席
し
、
議
事
等
に
参

　

加
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。

応
募
期
限　
５
月
31
日
（
火
）

 

希
望
者
は
、
市
役
所
い
き
い

　

き
長
寿
課
、
各
支
所
総
合
市
民

　

課
に
備
え
あ
る
申
込
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

委
員
の
任
期　
７
月
１
日
～
２
０

　

１
９
年
６
月
30
日
（
３
年
間
）

選
考
方
法　
募
集
人
員
を
超
え
る

　

応
募
者
が
あ
っ
た
場
合
は
、
書

　

類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

 

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
高
齢
者

　

支
援
係
（
☎
�
４
０
５
３
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
委
員
を
募
集

　

市
で
は
、
４
月
に
組
織
再
編
を

行
い
、
本
庁
住
宅
政
策
課
に
「
空

き
家
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
空
き
家
対
策
な
ど
に
関
す
る

相
談
を
一
括
し
て
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容

　

空
き
家
の
管
理
や
活
用
に
悩
ん

　

で
い
る
所
有
者
や
、
空
き
家
を

　

探
し
て
い
る
人
、
空
き
家
の
所

　

在
地
の
周
辺
住
民
な
ど
か
ら
の

　
「
空
き
家
」
に
関
す
る
相
談

相
談
時
間　
平
日
の
午
前
８
時
30

　

分
～
午
後
５
時
15
分

 
本
庁
住
宅
政
策
課

　
（
☎
�
４
１
２
７
）

　

住
民
の
苦
情
や
意
見
を
聴
き
、

公
正
・
中
立
の
立
場
で
相
談
を
受

け
る
た
め
、
巡
回
行
政
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す
。

　

総
務
省
の
委
嘱
を
受
け
た
行
政

相
談
委
員
が
相
談
を
受
け
ま
す
の

で
、行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、

「
空
き
家
相
談
窓
口
」
を

市
役
所
内
に
設
置

　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
参
列
を

希
望
さ
れ
る
ご
遺
族
を
募
集
し
ま

す
。

 

８
月
15
日
（
月
）

※
前
日
か
ら
の
団
体
行
動
に
な
り

　

ま
す
。

 

日
本
武
道
館

　
（
東
京
都
千
代
田
区
）

対
象
者

○
戦
没
者
の
配
偶
者
お
よ
び
三
親

　

等
内
の
遺
族

○
一
般
戦
災
死
没
者
の
配
偶
者
ま

　

た
は
三
親
等
内
の
遺
族

※
過
去
に
参
列
し
た
こ
と
が
な
い

　

方
を
優
先
し
ま
す
。

※
「
次
世
代
へ
の
継
承
」
の
観
点

　

か
ら
「
18
歳
未
満
の
遺
族
」
も

　

募
集
し
ま
す
。

応
募
期
間　
５
月
２
日
（
月
）
～

　

同
31
日
（
火
）

募
集
人
員　
65
人
（
県
全
体
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
選
考
と

　

な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

・
　

本
庁
福
祉
課
市
民
福
祉
政

　

策
係
（
☎
�
４
０
８
５
）

 

県
庁
社
会
福
祉
課

　
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
８

　

３
０
）

全
国
戦
没
者
追
悼
式

参
列
希
望
者
（
遺
族
）
募
集

　

本
市
に
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

し
た
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

出
水
地
区

○
荒
木
妙
子
氏
○
黒
田
恵
子
氏

○
井
手
上
正
弘
氏
○
﨑
元
健
一
氏

○
西
尾
久
子
氏

高
尾
野
地
区

○
井
手
上
文
雄
氏
○
家
村
照
子
氏

野
田
地
区

○
平
中
す
み
子
氏
○
橋
口
靖
一
氏

※
委
員
は
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

　

す
。

次
の
日
程
で
、
特
設
人
権
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

 

６
月
１
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

市
中
央
公
民
館

　

高
尾
野
支
所

　

野
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
、

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

※
法
務
局
で
は
、
休
日
を
除
き
人

　

権
相
談
所
を
常
設
し
て
い
ま
す
。

 

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

　
（
☎
�
４
０
３
８
）

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

２
３

　

０
０
）

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ

の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

５
月
24
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

市
中
央
公
民
館

行
政
相
談
委
員
（
出
水
会
場
）

 

滝
本
俊
治
さ
ん

 

（
茶
円
堀
）

 

☎
�
０
０
８
０

 

濵
島
洋
子
さ
ん

 

（
名
古
中
）

 

☎
�
０
２
３
５

 

５
月
24
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

高
尾
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員
（
高
尾
野
会
場
）

 

中
島
辰
文
さ
ん

 

（
本
町
）

 

☎
�
０
４
２
４

 

５
月
24
日
（
火
）

　

午
前
９
時
～
正
午

 

野
田
支
所
市
民
相
談
室

行
政
相
談
委
員
（
野
田
会
場
）

 

冨
田
宏
さ
ん

 

（
西
通
）

 

☎
�
２
２
３
８

巡
回
行
政
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
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に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

義
援
金
受
付
口
座

（
郵
便
振
替
口
座
等
）

　
▽
口
座
番
号
０
０
１
４
０

－

８

　

－

５
０
７
▽
加
入
者
名
日
本
赤

　

十
字
社 

東
日
本
大
震
災
義
援
金

※
郵
便
局
窓
口
で
の
取
り
扱
い
の

　

場
合
、
振
替
手
数
料
免
除

※
通
信
欄
に
「
東
日
本
大
震
災
義

　

援
金
」
と
明
記
。
受
領
証
を
希

　

望
さ
れ
る
方
は
、「
受
領
証
希

　

望
」
と
明
記
く
だ
さ
い
。

（
銀
行
振
込
口
座
）

　
▽
銀
行
名
鹿
児
島
銀
行
鴨
池
支

　

店
▽
口
座
番
号 

普
通
預
金
６

　

６
４
１
５
５
▽
名
義 

日
本
赤
十

　

字
社
鹿
児
島
県
支
部
長

※
鹿
児
島
銀
行
窓
口
で
の
取
り
扱

　

い
に
限
り
、
振
込
手
数
料
免
除

※
振
込
通
知
書
に
「
東
日
本
大
震

　

災
義
援
金
」
と
明
記
。
受
領
証

　

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
受
領

　

証
希
望
」
と
明
記
く
だ
さ
い
。

 

日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部

　

組
織
振
興
課
（
☎
０
９
９

－

２

　

５
２

－

０
６
０
０
）

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
☎
�
２
１
４
０
）

　

市
政
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

 

６
月
１
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
開
会

 

市
音
楽
ホ
ー
ル

内
容　
今
年
度
の
市
の
施
策
に
つ

　

い
て
説
明
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　
自
治
会
長
お
よ
び
参
加

　

を
希
望
さ
れ
る
方

参
加
方
法

　

自
治
会
長
以
外
で
、
参
加
を
希

　

望
さ
れ
る
方
は
、
説
明
資
料
を

　

準
備
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
担

　

当
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
総
合
政
策
課
総
合
政
策

　

係
（
☎
�
４
１
２
５
）

　

３
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
た
「
東
日
本
大

震
災
義
援
金
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

い
ま
だ
多
く
の
方
々
が
避
難
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
る
中
、
現
在
も

多
く
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
た
め
、
受
付
期
間
を
２
０
１
７

年
３
月
31
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

市
政
説
明
会
を
開
催

　

子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、

18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭

等
が
申
請
を
す
る
と
交
付
さ
れ
ま

す
。
こ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
事
業
に

協
賛
す
る
店
舗
等
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
料
金
割
引
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
都
道
府
県
で
個
別
に
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
各
都
道
府
県
が
協

力
し
、
全
国
の
協
賛
店
舗
等
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
で
は
本
年
４
月
か
ら

開
始
し
ま
し
た
が
、
都
道
府
県
に

よ
っ
て
は
実
施
時
期
が
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

協
賛
店
舗
等
の
目
印

　

利
用
可
能
な
協
賛
店
舗
等
は
、

「
全
国
共
通
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
の
ス
テ

ッ
カ
ー
等
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト

全
国
展
開
ス
タ
ー
ト

※省略記号　 …日時　 …場所　 …申し込み　 …問い合わせ先

子
　
育
　
て

子
　
育
　
て

全
国
共
通
展
開
の
利
用
方
法

　

市
役
所
窓
口
で
全
国
共
通
展
開

の
子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
を
申

請
し
交
付
を
受
け
る
か
、
現
在
お

使
い
の
か
ご
し
ま
子
育
て
支
援
パ

ス
ポ
ー
ト
に
全
国
共
通
展
開
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
シ
ー
ル
を
貼
付
し
て
、

協
賛
店
等
で
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

　

全
国
共
通
展
開
ロ
ゴ
マ
ー
ク

（
シ
ー
ル
）
は
、本
市
で
パ
ス
ポ
ー

ト
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
に

は
、３
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
を
お

持
ち
で
な
い
方
は
、
本
庁
こ
ど
も

課
ま
た
は
各
支
所
総
合
市
民
課
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

・
　

本
庁
こ
ど
も
課
子
育
て
支

　

援
係
（
☎
�
４
０
４
７
）

全国共通ロゴマーク

　

県
と
市
で
は
、
早
掘
り
た
け
の

こ
の
生
産
振
興
の
た
め
、
荒
廃
竹

林
の
改
良
・
管
理
路
の
整
備
を
さ

れ
る
方
に
県
で
定
め
た
標
準
経
費

の
３
分
の
２
を
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
は
、
県
の
予
算
が
配
分
さ

れ
た
場
合
に
限
り
ま
す
の
で
、
申

し
込
め
ば
必
ず
助
成
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

補
助
対
象

　

３
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
団
体

申
請
期
限　
５
月
31
日
（
火
）

 

希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
詳
細

　

を
電
話
等
で
ご
確
認
の
上
、
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
本
庁
産
業
振
興
政

　

策
課
、
高
尾
野
支
所
農
林
水
産

　

整
備
課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

・
　

高
尾
野
支
所
農
林
水
産
整

　

備
課
林
務
水
産
係

　
（
☎
�
５
４
２
７
）

竹
林
改
良
の
経
費
を

助
成
し
ま
す

東
日
本
大
震
災
義
援
金

の
受
付
期
間
を
延
長
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提
出
期
限　
６
月
17
日
（
金
）

提
出
資
料　
経
営
面
積
概
況
、
カ

　

タ
ロ
グ
、
見
積
書

鳥
獣
害
防
止
対
策
事
業
（
国
補
助

事
業
）

事
業
内
容　
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
用

　

電
気
柵
、
金
網
柵
の
整
備

管
理
主
体　
面
的
集
積
が
あ
る
３

　

戸
以
上
の
農
家
で
組
織
す
る
管

　

理
組
合

補
助
率　

直
営
施
工
の
場
合
は
、

　

資
材
費
へ
の
定
額
補
助
（
上
限

　

あ
り
）

　

請
負
施
工
の
場
合
は
、
２
分
の

　

１
以
内
（
上
限
あ
り
）

※
面
積
の
要
件
は
な
し

提
出
期
限　
６
月
17
日
（
金
）

提
出
資
料　
受
益
農
家
一
覧
、
被

　

害
状
況
実
態
調
査
表
、
被
害
写

　

真
※
活
動
火
山
周
辺
地
域
防
災
営
農

　

対
策
事
業
は
、
次
回
の
要
望
調

　

査
が
２
０
１
８
年
度
（
再
来
年

　

度
の
事
業
に
対
す
る
調
査
に
な

　

る
た
め
、
今
回
は
掲
載
し
て
い

　

ま
せ
ん
。
詳
細
が
分
か
り
次
第

　

広
報
い
ず
み
に
掲
載
し
ま
す
。

・
　

高
尾
野
支
所
農
政
課
農
業

　

振
興
係
（
☎
�
５
４
２
４
）

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
公
職

選
挙
法
に
基
づ
く
各
種
選
挙
に
お

け
る
市
内
の
投
票
区
に
つ
い
て
、

市
全
体
の
見
直
し
を
行
い
、
再
編

等
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
再
編
等

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
意

見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

目
的

○
今
夏
に
実
施
予
定
の
参
院
選
お

　

よ
び
県
知
事
選
は
、
同
日
選
挙

　

と
な
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
衆

　

議
院
解
散
に
よ
る
衆
参
ダ
ブ
ル

　

選
挙
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
33
投
票
区
の
中
に
は
ス

　

ペ
ー
ス
の
問
題
か
ら
こ
の
同
日

　

選
挙
へ
の
対
応
が
困
難
な
投
票

　

所
が
あ
り
ま
す
。

○
選
挙
を
執
行
す
る
上
で
一
番
重

　

要
な
こ
と
は
「
有
権
者
の
利
便

　

性
」
と
「
投
票
の
正
確
性
」
を

　

確
保
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

　

め
に
は
、
投
票
所
に
物
と
人
を

　

適
正
に
配
置
す
る
必
要
が
あ
り

　

ま
す
。
ま
た
、
有
権
者
の
利
便

　

性
と
安
全
性
の
面
か
ら
大
変
危

　

険
な
路
上
駐
車
を
防
ぐ
た
め
に

　

駐
車
場
を
確
保
す
る
こ
と
や
、

　

大
き
な
段
差
の
問
題
等
を
解
消

　

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
投
票
区
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
と
投

投
票
区
の
再
編
等
に

対
す
る
意
見
を
募
集

　

２
０
１
７
年
度
（
来
年
度
）
の

補
助
事
業
導
入
に
向
け
て
県
と
協

議
す
る
た
め
、
事
業
実
施
希
望
者

を
募
集
し
ま
す
。

農
業
・
農
村
活
性
化
推
進
施
設
等

整
備
事
業
（
県
補
助
事
業
）

産
地
づ
く
り
対
策
事
業

１
栽
培
施
設
の
整
備
▽
お
お
む
ね

　

３
千
平
方
㍍
以
上
の
被
覆
栽
培

　

施
設
（
ハ
ウ
ス
）
整
備

※
水
稲
に
係
る
施
設
及
び
茶
防
霜

　

施
設
の
整
備
を
除
く
。

２
栽
培
施
設
・
省
力
化
機
械
等
の

　

整
備
▽
乗
用
田
植
機
、
大
型
防

　

除
機
・
樹
木
粉
砕
機
・
乗
用
草

　

刈
り
機
等
の
整
備

３
土
づ
く
り
用
施
設
・
機
械
の
整

　

備
▽
容
簡
易
堆
肥
舎
、
堆
肥
散

　

布
機
、
深
耕
用
機
械
等
の
整
備

１・２・３
共
通
の
採
択
要
件
等

事
業
主
体　
３
戸
以
上
の
営
農
集

　

団
で
あ
り
、
共
同
利
用
が
推
進

　

さ
れ
る
も
の

対
象
作
物　
水
稲
ま
た
は
「
園
芸

　

産
地
活
性
化
プ
ラ
ン
」
に
位
置

　

付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

※
導
入
す
る
機
械
・
施
設
等
に
よ

　

っ
て
個
別
に
要
件
あ
り

補
助
率　
事
業
費
に
対
し
県
３
分

　

の
１
以
内
、
市
６
分
の
１
以
内

農
業
関
係
補
助
事
業

実
施
希
望
者
を
募
集

　

票
所
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
を
解
決

　

し
、
投
票
環
境
を
向
上
さ
せ
る

　

こ
と
が
今
回
の
再
編
の
考
え
方

　

で
す
。

意
見
募
集
す
る
案
件

　

投
票
区
の
再
編
等
に
つ
い
て

閲
覧
場
所　
選
管
事
務
局
、
本
庁

　

市
民
相
談
室
、
各
支
所
総
合
市

　

民
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

募
集
期
限　
５
月
16
日
（
月
）

応
募
方
法　
意
見
書
に
ご
意
見
等

　

の
ほ
か
住
所
・
氏
名
を
明
記
の

　

上
、
直
接
持
参
さ
れ
る
か
、
郵

　

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー

　

ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…
行
政
…
パ

　

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
か

　

ら
も
入
力
が
で
き
ま
す
。

※
意
見
書
は
、
閲
覧
場
所
で
配
布

　

し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　

ま
す
。

意
見
等
の
取
り
扱
い
・
公
表

　

ご
意
見
の
概
要
お
よ
び
選
挙
管

　

理
委
員
会
の
考
え
方
を
公
表
し

　

ま
す
。

※
個
人
名
の
公
表
や
個
別
の
回
答

　

は
行
い
ま
せ
ん
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
�
２
３
１
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
�

　

２
３
１
５
、
電
子
メ
ー
ル

　

senkan_c@
city.izum

i.kago

　

shim
a.jp

）

　

職
業
訓
練
指
導
員
（
48
時
間
）

講
習
が
実
施
さ
れ
ま
す
。こ
れ
は
、

職
業
訓
練
で
訓
練
を
担
当
す
る
者

（
指
導
員
）
に
必
要
な
能
力
を
身

に
付
け
る
た
め
、
厚
生
労
働
大
臣

の
指
定
す
る
講
習
実
施
要
領
に
よ

り
実
施
さ
れ
る
講
習
で
す
。

　

講
習
終
了
後
に
県
知
事
に
申
請

し
て
職
業
訓
練
指
導
員
免
許
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

７
月
26
日
（
火
）
～
同
28
日

　
（
木
）、
８
月
２
日
（
火
）
～
同

　

４
日
（
木
）
の
６
日
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島

　
（
予
定
）（
鹿
児
島
市
東
郡
元
町
）

定
員　
30
人
（
定
員
に
な
り
次
第

　

締
め
切
り
。）

応
募
期
間　
５
月
23
日
（
月
）
～

　

６
月
３
日
（
金
）
必
着

受
講
料　
１
万
５
６
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

受
講
資
格
（
主
な
も
の
）

○
技
能
検
定
（
国
家
試
験
）
の
１

　

級
・
単
一
等
級
合
格
者

○
職
業
能
力
開
発
校
修
了
者
で
４

　

年
～
10
年
の
実
務
経
験
者

○
学
校
教
育
法
に
よ
る
免
許
職
種

　

に
関
す
る
学
科
を
修
め
た
者
で
、

　

大
学
卒
者
２
年
、
短
大
・
高
専

職
業
訓
練
指
導
員
講
習

の
実
施
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○
他
の
制
度
に
よ
る
助
成
（
介
護

　

保
険
、
浄
化
槽
助
成
な
ど
）
を

　

受
け
な
い
こ
と
。（
同
時
に
ほ

　

か
の
部
分
の
工
事
を
行
う
場
合

　

は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

○
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と　

　
（
施
主
・
施
工
業
者
と
も
）

○
申
請
は
、
工
事
完
了
後
で
す
。

※
工
事
内
容
に
よ
っ
て
は
補
助
対

　

象
外
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
着
工
前
写
真
が
必
ず
必
要
で
す

　

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
２
０
１
７
年
３
月
31

　

日
（
金
）

補
助
の
額

新
築　
30
万
円
（
対
象
工
事
費
が

　

３
０
０
万
円
を
超
え
る
も
の
）

増
改
築　
最
大
15
万
円
（
補
助
対

　

象
工
事
費
×
15
㌫
と
し
、
対
象

　

工
事
費
が
20
万
円
を
超
え
る
も

　

の
）

※
補
助
金
交
付
は
、
１
回
限
り
で

　

す
。

※
申
請
書
類
等
は
、
本
庁
住
宅
政

　

策
課
に
あ
り
ま
す
。

・
　

本
庁
住
宅
政
策
課

　
（
☎
�
４
１
２
７
）

　

住
宅
の
緑
化
工
事
を
し
た
方
に

工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

市
内
造
園
業
者
等
に
依
頼
し
て

　

卒
者
４
年
、
高
校
卒
者
７
年
の

　

実
務
経
験
の
あ
る
者

※
受
講
案
内
、
申
請
書
の
請
求
、

　

受
講
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
　

県
職
業
能
力
開
発
協
会（
鹿

　

児
島
市
錦
江
町
）（
☎
０
９
９

　

－

２
２
６

－

３
２
４
０
担
当
：

　

福
岡
）

　

市
で
は
、
住
宅
を
新
築
ま
た
は

増
改
築
を
さ
れ
た
方
に
建
築
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
新
築
・

増
築
は
木
造
住
宅
が
対
象
で
、
改

築
は
非
木
造
住
宅
も
対
象
で
す
。

※
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

補
助
対
象
の
要
件

○
過
去
に
本
事
業
に
よ
る
補
助
金

　

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

○
本
市
に
住
所
を
有
し
、
自
ら
が

　

居
住
す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

※
所
有
者
と
居
住
者
が
異
な
る
場

　

合
で
も
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

※
賃
貸
を
目
的
と
し
た
住
宅
は
対

　

象
外
で
す
。

○
施
工
業
者
は
市
内
の
建
築
業
者

　

等
で
あ
る
こ
と
。

神
か み の た

之田 拓
た く と

人さん（41）
出水市の好きなところは？
　人や土地が好きです。
出水市に望むことは？
　教育、医療、交通と子ども
たちを安全に育てられる環
境を作ってほしいです。
ひと言
　年間を通して、集客でき
る、地域に還元できる、商業
観光を！！

福
ふ く だ

田　莉
り な

奈さん（21）
出水市の好きなところは？
　自然が豊かで、住みやすい
ところです。
出水市に望むことは？
　高齢化が進んでいるので、
若者が地元に残るように住
みやすい出水市になってほ
しいです。
　大きな商業施設ができた
らなと思います。

住
宅
の
新
築
・
増
改
築

に
補
助
し
ま
す

※省略記号　 …日時　 …場所　 …申し込み　 …問い合わせ先

からいも交流・夏ホストファミリー募集
　香港、マカオ、台湾の大学で日本語を勉強して
いる大学生を、ホストファミリーとして受け入れ
てみませんか。
受入期間　７月 10 日（日）～同 24 日（日）
応募期限　５月 15 日（日）

 NPO 法人からいも交流　宮崎ブロック担当
　 西牟田（☎ 090 － 3609 － 1128）

　

限
15
万
円
）

※
補
助
金
の
交
付
は
、
１
回
限
り

　

で
す
。

※
申
請
書
類
等
は
、
本
庁
住
宅
政

　

策
課
に
あ
り
ま
す
。

・
　

本
庁
住
宅
政
策
課

　
（
☎
�
４
１
２
７
）

行
う
住
宅
の
緑
化
工
事
が
補
助
対

象
と
な
り
ま
す
。

※
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

　

い
。

補
助
対
象
の
要
件

○
本
年
４
月
１
日
以
降
に
実
施
す

　

る
緑
化
工
事

○
対
象
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
所

　

有
者
ま
た
は
借
主

※
所
有
者
と
居
住
者
が
異
な
る
場

　

合
で
も
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

○
施
工
業
者
は
市
内
の
造
園
業
者

　

等
で
あ
る
こ
と
。

※
下
請
け
業
者
含
む

○
同
一
敷
地
、
同
一
所
有
者
に
つ

　

き
１
回
の
み
申
請
で
き
ま
す
。

※
木
造
住
宅
新
築
等
建
築
工
事
促

　

進
事
業
と
併
用
で
き
ま
す
。
既

　

に
木
造
住
宅
新
築
等
建
築
工
事

　

補
助
金
を
受
け
た
方
も
申
請
で

　

き
ま
す
。

○
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と　

　
（
施
主
・
施
工
業
者
と
も
）

○
申
請
は
、
工
事
完
了
後
で
す
。

※
工
事
内
容
に
よ
っ
て
は
補
助
対

　

象
外
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
着
工
前
写
真
が
必
ず
必
要
で
す

　

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

２
０
１
７
年
３
月
31

　

日
（
金
）

補
助
の
額

　

補
助
対
象
工
事
費
×
15
㌫
（
上

住
宅
の
緑
化
工
事
に
補

助
し
ま
す
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　　　　2016 年度出水市公民館講座のご案内　　※講座は、全て中央公民館で開催します。

パソコン活用講座（全６回）
　インターネットを使ったイラスト検
索や罫線【表】の挿入・編集などを学び
パソコンライフを充実させませんか。
文字入力ができる方が対象です。

対　　象　18歳以上（高校生不可）

定　　員　20人

開 催 日　6月8、15、22、29日

　　　　　7月６、13日（水曜日）
開催時刻　午後1時30分～同3時30分

受 講 料　パソコン使用料　1,200円

　　　　　テキスト代　1,500円程度
　　　　　（6回分）

エクセル活用術（全６回）
　基礎からステップアップした講座。
関数などを使用して表作成を行いま
す。文字入力のできる方が対象です。

対　　象　18歳以上（高校生不可）

定　　員　20人

開 催 日　６月８、15、22、29日

　　　　　７月６、13日（水曜日）

開催時刻　午後7時～同9時

受 講 料　パソコン使用料1,200円

　　　　　テキスト代　1,500円程度
　　　　　（6回分）

フラダンス講座（全９回）
〜リラックスできて運動不足解消〜
　リズムに乗せてゆったりと体を動か
し、心も身体も心地よくほぐします。運
動量が多いので健康な体づくりも目指
せます。初心者の方も楽しめます。

対　　象　18歳以上の女性限定

　　　　　（高校生不可）
定　　員　20人

開 催 日　６月17日、24日

　　　　　７月１、８、15、29日
　　　　　８月５、19、26日（金曜日）
開催時刻　午後７時30分～同９時30分

受 講 料　無料

リンパドレナージュ講座
【託児付き】（全5回）

〜体の中から外から美しく〜
　心身の健康のために、身体の内側・外
側からのケアの方法を学び、毎日の生
活に取り入れませんか。

対　　象　18歳以上の女性限定

　　　　　（高校生不可）
定　　員　15人

開 催 日　6月７、14、21、28日、

　　　　　７月５日 （火曜日)
開催時刻　午前9時30分～同11時30分

受 講 料　無料（ボディークリーム持参）

楽しく育てる園芸講座（全５回）
　ミニバラの寄せ植えや土を使わない
栽培方法、植物の表札などを作ってい
きます。初心者の方も楽しめます。

対　　象　18歳以上（高校生不可）
定　　員　15人
開 催 日　6月4日、7月２日、8月6日
　　　　　９月3日、10月１日
　　　　　（土曜日）
開催時刻　午後1時30分～同3時30分
受 講 料　無料（材料代として、1回当
　　　　　たり1,200 ～ 1,500円程
　　　　　度）

癒
いや

しの植物にふれよう（全２回）
　彩豊かな多肉植物の寄せ植えや苔玉
を作り自宅に癒しの空間を設けません
か。初心者の方も楽しめます。

対　　象　18歳以上（高校生不可）
定　　員　15人
開 催 日　7月13日、8月3日（水曜日）
開催時刻　午後7時30分～同9時30分
受 講 料　無料（材料代として、1回当
　　　　　たり3,000円）

「宇宙の学校」【託児付き】（全４回）
　家庭にある不思議を親子で楽しく学びませんか？
　小惑星探査機「はやぶさ」で注目されたJAXA（宇宙航空研究開発機構）の協力
で、出水市「宇宙の学校」を開催します。親子で工作や実験を通して楽しく学び、子
どもの好奇心や冒険心を育てましょう。

対　　象　市内在住の小学１～４年生までの児童とその保護者

定　　員　20組（40人）

開 催 日　6月18日（土）、7月31日（日）、9月3日（土）、11月27日（日）

開催時刻　午前10時～正午

受 講 料　無料（材料代として、一家族2,000円（４回分））

のびのび子育て講座
【託児付き】（全４回）

　子育てについて不安や悩みがありま
せんか。いろいろなテーマで子育てに
ついてみんなで一緒に考えましょう。

対　　象　就学前の子どもを持つ保護者

定　　員　15人
開 催 日　6月25日、7月9、30日、
　　　　　８月６日　（土曜日）
開催時刻　午前10時～同11時
受 講 料　無料

応募期限　５月 23 日（月曜日）午後 5 時　　 電話またはＦＡＸでお申し込みください。
開 講 式　各講座開催日の初日に行います。
※各講座、原則として定員の半数以上の受講希望者がある場合に開講します。
※１人で２講座以上申し込みができますが、パソコン講座を複数申し込むことはできません。
※募集定員を超えた場合は、出水市民であり、初めて受講される方を優先し、抽選を行います。
※託児付き講座について、託児をご希望の方は受講申し込みと合わせてお申し込みください。
　・　 市中央公民館（☎ 63 － 2106　 FAX64-1105）

竹材買取りに補助！
　自伐型林業の一環として、本年４月１日から市民の皆さま
が竹材加工業者へ竹材を搬入した際に、市が補助（買い取り
価格に対して）を行い、１㎏当り 10 円で買い取りをするよう
になりました。（住民票の住所が出水市の方に限ります。）
　この補助を希望される方は、農林水産整備課、加工業者に備
え付けてある市長宛ての同意書に必要事項を記入押印の上、運
転免許証等の身分証明書を提示し、業者に提出してください。

 高尾野支所農林水産整備課林務水産係（☎ 82 － 5427）

地域医療について院長と語ろう
　水俣市立総合医療センターで市民懇話会が
開催されます。基調講話、質疑応答などが行
われる予定です。地域医療についてご意見の
ある方等、どなたでも参加できます。

 ５月 21 日（土）午後１時 30 分～同４時
 水俣市立総合医療センター

　 西館６階大講義室
 水俣市立総合医療センター総務課

　 （☎ 0966 － 63 － 2101）
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※省略記号　 …日時　 …場所　 …申し込み　 …問い合わせ先

米ノ津、米ノ津東、高尾野、出水（日曜）地区
月　日 会　場 時　間

米
ノ
津
東
地
区

５
月
10
日
（
火
）

切通自治公民館 ９：30 ～ ９：40
前田自治公民館 ９：50 ～ 10：00
築港自治公民館 10：10 ～ 10：20
櫓木自治公民館 13：30 ～ 13：40
針原自治公民館 13：45 ～ 13：55
関外自治公民館 14：00 ～ 14：10
中塩屋自治公民館 14：20 ～ 14：30

５
月
11
日
（
水
）

朝熊自治公民館 ９：30 ～ ９：40
安原自治公民館 ９：50 ～ 10：00
上ノ原自治公民館 10：10 ～ 10：20
平松上自治公民館 10：30 ～ 10：40
平松東自治公民館 13：30 ～ 13：40
平松西自治公民館 13：50 ～ 14：00
米ノ津前自治公民館 14：05 ～ 14：15
米ノ津東自治公民館 14：25 ～ 14：35

米
ノ
津
・
米
ノ
津
東
地
区

５
月
12
日
（
木
）

六月田中自治公民館 ９：30 ～ ９：40
六月田下自治公民館 ９：50 ～ 10：00
元町自治公民館 10：10 ～ 10：20
天神自治公民館 10：25 ～ 10：35
今村自治公民館 13：30 ～ 13：40
早馬自治公民館 13：50 ～ 14：00
浜新田自治公民館 14：10 ～ 14：20
名古（漁村の家） 14：30 ～ 14：50

高
尾
野
地
区

５
月
13
日
（
金
）

千間山集落センター ９：20 ～ ９：30
上の原集落センター ９：40 ～ ９：50
上り立集落センター 10：00 ～ 10：10
太鼓橋集落センター 10：20 ～ 10：30
松ケ野集落センター 10：40 ～ 10：50
大久保集落センター 13：30 ～ 13：40
本町集落センター 13：50 ～ 14：00
野添下集落センター 14：10 ～ 14：25
野添上集落センター 14：35 ～ 14：45
浦集落センター 14：55 ～ 15：05

出
水
地
区

５月 15 日
（日）

大川内農業者
トレーニングセンター ９：00 ～ 9：20

出水公会堂 ９：45 ～ 10：05
米ノ津公会堂 10：30 ～ 10：50

予防注射手数料　3,400 円
○登録していない犬については、当日会場で登録（登録
　手数料生涯一回 3,000 円）と注射ができます。

高尾野、野田荘地区
月　日 会　場 時　間

高
尾
野
地
区

５
月
17
日
（
火
）

柴引集落センター ９：00 ～ ９：15
大和集落センター ９：25 ～ ９：35
麓集落センター ９：45 ～ ９：55
中里集落センター 10：05 ～ 10：15
高尾野公民館 10：25 ～ 10：40

５
月
18
日
（
水
）

下高尾野上集落センター 9：30 ～ 9：40
下高尾野下集落センター 9：50 ～ 10：00
唐笠木集落センター 10：10 ～ 10：25
上水流集落センター 13：30 ～ 13：50
下山集落センター 14：00 ～ 14：10
東水流集落センター 14：20 ～ 14：35
西水流集落センター 14：45 ～ 14：55

高
尾
野
・
野
田
地
区

５
月
19
日
（
木
）

木牟礼集落センター ９：00 ～ ９：15
木串集落センター ９：25 ～ ９：35
連尺野構造改善センター ９：45 ～ ９：55
江内カントリーコア 10：05 ～ 10：25
東辺田集落センター 13：30 ～ 13：40
江内北部コミュニ
ティーセンター 13：50 ～ 14：00

尾野島浜集落センター 14：10 ～ 14：20
荒崎集落センター 14：30 ～ 14：40
屋地公民館 14：50 ～ 15：20

５
月
20
日
（
金
）

餅井地区集会施設 ９：00 ～ ９：15
野田支所駐車場 ９：30 ～ 10：45
内野々上集落センター 13：30 ～ 13：40
内野々下集落センター 13：50 ～ 14：00
石坂集落センター 14：10 ～ 14：30

５月 22 日
（日）

野田支所駐車場 ９：30 ～ 10：00
高尾野公民館 10：20 ～ 10：40

※本市に犬の登録がある方には問診票を送付していま
　すが、紛失したり届かない方は、生活環境課にご連
　絡ください。
※日程表以外に、市内各動物病院でも接種および登録
　ができます。来院前に電話でご確認ください。

○川本動物病院（沖田）　　　　（☎ 62 － 6212）
○北野動物病院（東大野原）　　（☎ 63 － 3644）
○ささき動物病院（西之口）　　（☎ 63 － 8830）
○スマイル動物病院（太鼓橋）　（☎ 64 － 2025）
○永田動物病院（阿久根市）　　（☎ 72 － 1900）

　  本庁生活環境課生活環境係　
（☎ 63 － 4042）　　　　　　

2016 年度　狂犬病予防集合注射５月分日程表
～４月から６月までは、狂犬病予防注射月間です。都合の良い会場で接種しましょう～
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道
路
沿
い
の
生
け
垣
や
植
木
、
防
風

林
等
の
枝
が
道
路
上
に
は
み
出
し
、
通

行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
箇
所
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
は
み
出
し

樹
木
等
に
起
因
し
て
車
両
や
歩
行
者
に

事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
民
法
７
１
７

条
ま
た
は
道
路
法
第
43
条
に
よ
り
樹
木

の
所
有
者
が
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に
せ
ん
定
や

枝
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
上
の
不
法
な
置
き
看

板
、
駐
輪
、
商
品
陳
列
な
ど
は
美
観

を
損
ね
、
通
行
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

道
路
は
、
常
に
広
く
美
し
く
安
全
に

利
用
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
市
で
は
約
７
４
６
キ
ロ
㍍
の

市
道
を
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
道
路
管

理
が
隅
々
ま
で
追
い
つ
か
な
い
実
情
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
自
宅
周
辺
の
道
路

の
草
取
り
や
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
、
環
境
美

化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
除
草
剤
の
影
響
と
思
わ
れ

る
道
路
法の
り
め
ん面
や
路
肩
の
崩
れ
が
見
受

け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
除
草

剤
の
使
用
に
つ
い
て
は
注
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
道
路
に
関
す
る
相
談
等
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
道
路
河
川
課
維
持
係

　
（
☎
�
４
０
６
９
）

道
路
へ
の
樹
木
の
は
み
出

し
等
は
除
去
を

　

口
ま
た
は
出
水
市
役
所
本
庁

　

福
祉
課
内
の
社
会
福
祉
協
議

　

会
出
張
所

銀
行
口
座
振
り
込
み

　

日
本
赤
十
字
社
の
口
座
へ
の

　

振
り
込
み
は
、
各
銀
行
の
窓

　

口
で
取
り
扱
い
ま
す
の
で
、

　

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
鹿
児
島
銀
行
窓
口
で
の
取
り

　

扱
い
に
限
り
手
数
料
免
除

※
振
込
通
知
書
に
「
平
成
28
年

　

熊
本
地
震
災
害
義
援
金
」
と

　

明
記
。
受
領
証
を
希
望
さ
れ

　

る
方
は
、「
受
領
証
希
望
」
と

　

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
振
替
口
座
等

　

郵
便
局
窓
口
で
の
取
り
扱
い

　

の
場
合
、
振
替
手
数
料
免
除

※
受
領
証
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
振
替
用
紙
の
通
信
欄
に

「
受
領
証
希
望
」
と
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
ま
た
は
本
庁
福
祉
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県

　

支
部
組
織
振
興
課

　
（
☎
０
９
９

－

２
５
２

－

０

　

６
０
０
）

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
☎
�
２
１
４
０
）

　

本
庁
福
祉
課
市
民
福
祉
政
策

　

係
（
☎
�
４
０
８
５
）

身近な道路や水路を自分たちの手で整備しませんか？
　住生活環境や農地環境の向上を図るために、地域住民が協働で行う道路や水路の整備に対して助成を行っています。

事業名 里道等整備地域支援事業 農業用施設整備地域支援事業

対象となる
道路・水路

道　路
○通行されている里道または私道であるこ

と※袋小路の私道は対象外
○関係者全員から整備の要望がなされてい

ること
○宅地開発において整備された私道は、整

備後 20 年以上経過していること
水　路
　公有財産の水路およびこれと一体となっ
た水路であること

○農業生産に必要な公有財産または土地改良区の道
路・水路であって、農業用として利用されている
こと

○受益農地面積が 0.2 ヘクタール以上の農業用施設
であること

○農地受益者全員から整備の要望がなされているこ
と

助成内容
道路および水路の整備に係る資材および機械の借り上げ料を支援します。

　（ 例 ：舗装用アスファルト、生コン、砂利、側溝製品などの建設資材）
　　　　機械借り上げ料（オペレーター等の人件費を除く）※いずれも 30 万円が限度。

問い合わせ先 本庁道路河川課維持係
（☎ 63 － 4069）

高尾野支所農林水産整備課基盤整備係
（☎ 82 － 5429）

※支給基準により支給できない場合がありますので、詳しくは各担当窓口にお問い合わせください。

　

４
月
14
日
か
ら
連
続
し
て
発

生
し
て
い
る
熊
本
県
熊
本
地
方

等
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ

り
、
熊
本
県
益
城
町
や
南
阿
蘇

村
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
出

て
い
ま
す
。
被
害
を
受
け
ら
れ

た
皆
さ
ま
に
対
し
て
、
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
４
月
19
日
、
第

一
次
災
害
支
援
物
資
と
し
て
、

阿
蘇
市
に
「
非
常
食
２
０
０
０

食
」「
飲
料
水
５
０
０
０
本
」

を
送
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
支
援

物
資
は
、
第
二
次
災
害
支
援
物

資
と
し
て
４
月
末
に
被
災
地
に

送
る
予
定
で
、
第
三
次
以
降
も

継
続
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
日
本
赤
十
字
社
鹿
児

島
県
支
部
出
水
市
地
区
に
お
い

て
、
義
援
金
の
受
け
付
け
を
開

始
し
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
義

援
金
は
、
日
赤
鹿
児
島
県
支
部

を
通
じ
て
被
災
地
に
送
ら
れ
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

募
金
箱
の
設
置
場
所

　

本
庁
お
よ
び
各
支
所

現
金
の
受
け
付
け

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
各
窓

平
成
28
年
熊
本
地
震

災
害
義
援
金
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向
江
自
治
会
の
自
主
運
動
グ
ル
ー
プ

の
活
動
紹
介

　

皆
さ
ん
、
日
頃
か
ら
運
動
し
て
い
ま
す

か
？

　

一
昨
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
運

動
習
慣
の
あ
る
成
人
男
性
は
11
・
７
㌫
、
同

じ
く
成
人
女
性
は
７
・５
㌫
で
し
た
。

　

日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
を

継
続
す
る
の
は
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
自
分
た
ち

で
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
運
動
を
続
け
て
い

る
向
江
自
治
会
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

―
―
活
動
の
き
っ
か
け
は
？

　
「
公
民
館
に
集
ま
っ
て
運
動
が
で
き
た
ら

い
い
ね
。」
と
同
じ
自
治
会
の
友
達
で
話
を

し
て
、
集
ま
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

―
―
活
動
開
始
は
い
つ
か
ら
？

　

６
年
前
。
今
年
で
７
年
目
に
な
り
ま
す
。

―
―
活
動
内
容
は
？

　

毎
週
火
・
木
曜
の
午
後
７
時
30
分
か
ら
１

時
間
程
度
運
動
し
て
い
ま
す
。
ビ
デ
オ
を
見

な
が
ら
体
を
動
か
し
た
り
、
テ
レ
ビ
で
見
た

り
、
人
か
ら
聞
い
た
り
し
た
運
動
（
ス
ト
レ

ッ
チ
・
筋
力
ア
ッ
プ
・
持
久
力
ア
ッ
プ
・
姿

勢
矯
正
な
ど
）
を
組
み
合
わ
せ
て
、
音
楽
に

合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

―
―
続
け
る
秘
訣
は
？

　

長
く
続
け
る
た
め
に
、
無
理
は
し
な
い
、

強
制
は
し
な
い
、
自
分
た
ち
の
都
合
で
休
む

時
は
休
む
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

―
―
参
加
人
数
・
年
齢
層
は
？

　

始
め
た
頃
は
６
人
く
ら
い
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
４
人
。
年
齢
は
50
歳
代
か
ら
80
歳
代

で
す
。

―
―
グ
ル
ー
プ
で
運
動
し
て
の
感
想
を

○
無
理
の
な
い
範
囲
で
運
動
が
で
き
て
い
る

　

の
で
、
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
行
く
ま
で
は
面
倒
だ
な
・
行
き
た
く
な
い

　

な
と
思
っ
て
も
、
み
ん
な
で
運
動
す
る
の

　

で
や
っ
た
後
は
爽
快
感
を
感
じ
ま
す
。

○
タ
ダ
で
元
気
に
な
れ
ま
す
。

○
子
ど
も
た
ち
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
、

　

寝
た
き
り
に
な
り
た
く
な
い
、
見
た
目
も

　

気
持
ち
も
か
っ
こ
よ
く
過
ご
し
た
い
と
い

　

う
思
い
で
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

○
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

○
自
分
の
た
め
に
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
の
方
た
ち
は
、自
分
の
た
め
に
、

無
理
せ
ず
運
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
自
分
な
り
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
運
動
を
見
つ
け
て
、
元
気
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

　

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金
の
対
象
見
込
み
の
方

に
「
申
請
書
」
や
「
返
送
用
封

筒
」
等
の
書
類
を
郵
送
し
ま
し

た
。
同
封
し
て
あ
る
記
載
例
を

参
考
に
、
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
押
印
の
上
、
返
送
用
封

筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

４
月
25
日
（
月
）

　

～
８
月
24
日
（
水
）（
必
着
）

※
必
ず
期
間
内
に
申
請
し
て
く

　

だ
さ
い
。

※
直
接
申
請
を
さ
れ
た
い
場
合

　

に
は
、
次
の
と
お
り
出
張
申

　

請
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
ご

　

利
用
く
だ
さ
い
。

出
張
申
請
に
持
参
す
る
も
の

　

申
請
書
、
印
鑑
、
振
込
先
口

　

座
の
通
帳
（
昨
年
度
の
給
付

　

金
受
取
口
座
か
ら
変
更
す
る

　

場
合
の
み
）

・
　

本
庁
福
祉
課
市
民
福
祉

　

政
策
係

　
（
☎
�
４
０
８
５
）

年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金
の

申
請

日時・場所 時間（午前） 場　所 時間（午後） 場　所

５月 11 日
（水）

午前９時～同 10 時 大川内農業者トレー
ニングセンター

午後１時 30 分
　～同３時

市中央公民館
小ホール

午前 10 時 30 分
　～同 11 時 30 分 出水公会堂 午後３時 30 分

　～同４時 30 分 市社会福祉会館

５月 12 日
（木）

午前９時～同 10 時 荘中クラブハウス 午後１時 30 分
　～同３時 30 分 米ノ津公会堂午前 10 時 30 分

　～同 11 時 30 分
米ノ津農村環境改善
センター

５月 13 日
（金）

午前９時～同 10 時 江内カントリーコア
午後１時 30 分
　～同３時 30 分 高尾野支所大会議室

午前 10 時 30 分
　～同 11 時 30 分 野田支所会議室

※省略記号　 …日時　 …場所　 …申し込み　 …問い合わせ先
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金
担
当
窓
口
ま
た
は
日
本
年
金
機

構
川
内
年
金
事
務
所
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

相
談
に
は
年
金
手
帳
、
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
等
）
等
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
診
し

た
医
療
機
関
に
初
診
日
を
事
前
に

確
認
し
て
い
た
だ
け
る
と
相
談
が

円
滑
に
進
み
ま
す
。

障
害
年
金
受
給
者
の
方
へ

　

２
０
１
１
年
４
月
施
行
の
「
障

害
年
金
加
算
改
善
法
」に
よ
り
、障

害
年
金
受
給
権
発
生
後
に
結
婚
や

出
生
で
加
算
対
象
者
が
発
生
し
た

場
合
で
も
届
け
出
に
よ
り
新
た
に

年
金
が
加
算
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

１
・
２
級
の
障
害
基
礎
年
金
受

給
者
の
方
は
子
の
加
算
が
、１
・
２

級
の
障
害
厚
生
年
金
受
給
者
の
方

は
配
偶
者
の
加
算
と
子
の
加
算
が

受
け
ら
れ
ま
す
。（「
子
」
と
は
18

歳
未
満
の
子
ま
た
は
20
歳
未
満
で

障
害
の
状
態
に
あ
る
子
）

　

１
・
２
級
の
障
害
年
金
を
受
給

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
ご
結
婚

や
出
産
を
し
た
と
い
う
方
は
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

川
内
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

５
２

　

７
６
）

　

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

　
（
☎
�
４
０
３
８
）

月
31
日
ま
で
の
場
合
、
特
例
と
し

て
初
診
日
の
前
日
に
、
初
診
日
の

前
々
月
ま
で
の
直
近
１
年
間
に
保

険
料
の
滞
納
期
間
が
な
け
れ
ば
保

険
料
納
付
要
件
を
満
た
し
た
と
見

な
さ
れ
ま
す
。（
初
診
日
が
65
歳
未

満
の
方
に
限
る
。）

　

な
お
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る

20
歳
以
前
に
初
診
日
が
あ
る
傷
病

に
よ
っ
て
障
害
の
状
態
に
な
っ
た

方
も
、
障
害
等
級
の
１
級
ま
た
は

２
級
に
該
当
す
れ
ば
20
歳
（
障
害

認
定
日
が
20
歳
以
降
に
な
る
場
合

は
認
定
日
）
か
ら
障
害
年
金
が
受

給
で
き
ま
す
。

障
害
年
金
の
申
請
方
法

　

市
役
所
、
本
庁
・
各
支
所
の
年

障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
加
入
中
に
傷
病
に
よ

り
初
め
て
医
師
の
診
断
を
受
け
た

日
（
初
診
日
）
か
ら
１
年
６
カ
月

経
過
し
た
日
（
障
害
認
定
日
）
に

障
害
等
級
の
１
級
ま
た
は
２
級
に

該
当
す
る
障
害
の
状
態
に
あ
っ
た

場
合
、
障
害
基
礎
年
金
の
支
給
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
に
は
、
保
険
料
の
納
付
要

件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
、
初
診

日
の
前
々
月
ま
で
に
、
保
険
料
納

付
済
期
間
（
保
険
料
免
除
期
間
含

む
）
が
被
保
険
者
期
間
の
３
分
の

２
以
上
の
期
間
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
初
診
日
が
１
９
９
５

年
４
月
１
日
か
ら
２
０
２
６
年
３

開 催 日　６月 23 日（木）
開 催 場 所　高尾野支所
開 催 時 間
　午前 10 時～正午
　午後１時～同３時 30 分
相 談 内 容
　老齢年金、遺族年金等の手続き等
相 談 員
　川内年金事務所職員
予約受付期間
　５月 23 日（月）～６月 16 日（木）

（土・日、祝日を除く、
午前８時 30 分～午後 5 時 15 分）

予約申込先
　本庁市民生活課住民年金係
　☎ 63 － 4038

相
談
事
例

　

以
前
か
ら
続
い
て
い
る
耳
鳴
り
が
治

ま
る
の
で
は
と
思
い
、
電
位
治
療
器
の
無

料
体
験
に
行
き
、
そ
の
後
機
器
を
購
入
し

た
。
使
用
す
る
と
指
先
に
か
ゆ
み
を
感
じ

た
の
で
、
担
当
者
に
症
状
を
伝
え
る
と

「
好
転
反
応
だ
か
ら
使
用
し
続
け
て
」
と

言
わ
れ
た
。
１
週
間
程
使
用
し
た
と
こ

ろ
、
か
ゆ
み
が
指
先
か
ら
体
中
へ
広
が
っ

た
た
め
使
用
を
や
め
た
。
体
調
不
良
に
な

り
困
っ
て
い
る
。（
70
歳
代
男
性
）

　

健
康
器
具
や
健
康
食
品
、
化
粧
品
、

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用

後
に
、
湿
疹
、
下
痢
、
頭
痛
な
ど
の
症

状
が
発
生
し
た
際
、
事
業
者
か
ら
「
好

転
反
応
（
回
復
に
向
か
う
過
程
の
一
時

的
現
象
）
だ
か
ら
」
な
ど
と
継
続
す
る

こ
と
を
勧
め
ら
れ
、
症
状
が
持
続
・
悪

化
し
た
と
い
う
相
談
が
、
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
の
「
好
転
反
応
」「
毒
素
が

出
て
い
る
」
な
ど
の
説
明
は
、
利
用
を

継
続
さ
せ
る
た
め
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク

で
あ
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
う
飲
み
に

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。利
用
す
る
際
は
、

体
調
の
変
化
に
注
意
し
、
健
康
被
害
が

出
た
ら
、利
用
を
い
っ
た
ん
中
止
し
て
、

早
め
に
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

「
高
齢
者
向
け
の
給
付
金
」（
３
万
円
）

を
語
る
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個
人

情
報
の
詐
取
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に
向

け
、
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く

い
所
得
の
少
な
い
高
齢
者
の
方
に
対
し

て
、「
高
齢
者
向
け
の
給
付
金
」（
年
金

生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）
が

支
給
さ
れ
ま
す
が
、
次
の
点
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

○
市
区
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、

　
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現

　

金
自
動
支
払
機
）
の
操
作
を
お
願
い

　

す
る
こ
と
は
、絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、「
高
齢
者
向
け
の
給
付
金
」
の

　

支
給
の
た
め
に
、
手
数
料
な
ど
の
振

　

り
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

　

り
ま
せ
ん
。

○
厚
生
労
働
省
が
住
民
の
皆
さ
ま
の
世

　

帯
構
成
や
銀
行
口
座
番
号
な
ど
の
個

　

人
情
報
を
照
会
す
る
こ
と
は
、
絶
対

　

に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
安
を
感
じ
る
よ
う
な
場
合
は
、
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○平日（祝祭日を除く）
　午前８時30分～午後５時
　（正午～午後１時を除く）
　本庁生活環境課生活環境係
　（☎63−6203）
※高尾野支所・野田支所での来庁
　相談は、予約制になりますので、　
事前にセンターにご連絡ください。

「
好
転
反
応
」
と
言
わ
れ
て
も
、

健
康
被
害
が
出
た
ら
利
用
は
中
止

６月　出水地区年金相談
（月１回開催・完全予約制）

　出水市消費生活センター
　【相談日時と場所】
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【万引き防止キャンペーン】　

　４月８日（金）、市内のスー

パー等で万引き防止キャンペー

ンを実施しました。

　当日は、来店者にチラシ等を配付しながら万引き

防止を呼び掛けました。

【空き巣被害防止キャンペーン】

　４月13日（水）、出水太田原

周辺と野田熊陳周辺において、

各戸を訪問しながら空き巣被害

防止の意識啓発を図りました。

【うそ電話詐欺被害防止キャンペーン】

　４月15日（金）、年金

支給日に合わせて市内各金

融機関でうそ電話詐欺被害

防止キャンペーンを実施し

ました。

　来店者にチラシ等を配付

しながらうそ電話に対する注意を呼び掛けました。

●各キャンペーンには多くの防犯ボランティアの皆

さんにご協力をいただきました。

　お忙しい中、ありがとうございました。

【１～２月】 ＜３月中＞

○振り込め詐欺 【振り込め詐欺】

　４件 　２件

　約　2,070万円 　約　774万円

○振り込め詐欺以外 ○振り込め詐欺以外

　４件 　４件

　約　3,030万円 　約　57万円

＜出水警察署管内＞

＜平成２８年５月号＞

セキュリティタウン 安心の街 いずみ

（暫定値）

(+6)

交通事故発生状況

２０１６年

(+5) (±0)

負傷者

31

発生件数 死　者

22 0
  ３ 月 中

問い合わせ先 出水市防犯協会☎６３－１５００

(-6) (-1)
72
(-8)

56 0

※（　）内の数字は前年同期比

２０１６年
累　　　計

不審者や車に気を付けてねー！

だ
れ
だ
？

留守かなぁ？

❀

❀

春の地域安全運動を実施

うそ電話詐欺被害認知状況（県内）

＜犯罪認知件数＞（出水警察署管内：１～３月）

［うそ電話詐欺］ ０件（前年同期：１件）

［住宅対象侵入盗］ ７件（前年同期：０件）

［性犯罪］ ０件（前年同期：０件）

［万引き］ ５件（前年同期：７件）

［オートバイ盗］ １件（前年同期：２件）

住宅対象侵入盗が昨年同期

は０件だったが今年はすで

に７件となっている。

発生件数 死　者 負傷者

2 0 1 6年
３ 月 中

22 件
（＋５）

０人
（±０）

31 人
（＋６）

2 0 1 6年
累 計

56 件
（－６）

０人
（－１）

72 人
（－８）

※　（　）内の数字は前年同期比

交通事故発生状況
<出水警察署管内>　　　　　　　　　（暫定値）

出水市防犯協会☎ 63 － 1500問い合わせ先
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今年も、こども読書週間の時期になりま

した。「子どもたちにもっと本を！」との願

いから、「こどもの読書週間」は 1959 年（昭

和 34 年）にはじまり、今年で 58 回目です。 

この期間、市立図書館ではさまざまな催

しを計画しています。この機会にぜひ図書館へ！ 

◎ ２０１５年度こんなことがありました！ 

４月：セカンドブック事業開始 

９月：中央図書館のテラスにテーブルセットを設置 

  ９月：野田図書館の多目的トイレにベビーチェアー、ベビーシート設置 

  ２月：「ことばを感じよう in 出水」を開催 

  ２月：「第９回読書活動日本一のまちづくり推進大会」を開催 

  ４月～12 月：おはなし玉手箱 20 会場で開催（参加者 565 人） 

  ５月～11 月：「札幌すずらん文庫」市立保育園を巡回 

  ４月～12 月：「出水市家読推薦図書」市立小中学校を巡回 

 

昨年度、第三次出水市読書活動推進計画策定のためにアンケートを実施しました。読書に

対する市民の皆さまの思い出や思いを知ることができ、三次計画をどのように進めて行けば

いいのか、示していただいたような気がしています。 

読書活動日本一のまちづくりを目指し、市民の皆さまと本を結ぶために、今年度もさまざ

まな活動を展開していきます。 

 

読書によるひとづくり ふるさとづくりのまち 出水市 

◎ 家読にお勧めします！！ 

 

わすれられないおくりもの スーザン・バーレイ 作/絵、小川仁央 訳 
今回は、「おくりもの」に関するお話です。 
まわりのだれからも慕われていたアナグマは、「長いトンネルのむこうに行くよ。さようなら・・・ 

アナグマより」という手紙を残し、年をとって死んでしまいました。 
かけがえのない友だちを失ったみんなはやりきれない悲しみに襲われます。しかし、アナグマは

いろいろなことをまわりのみんなに教えていたのです。みんな何かしらアナグマとの思い出があり

ました。それぞれが教えてもらったいろいろなことを思い出し、悲しみを乗り越えて行きます。 
「自分は周りの人に何を残せるのだろう」と、ふと感じるそんなお話です。 

 

 

「読書活動日本一の

まちづくり」を目指して

読書活動に関する問い合わせ先 

読書推進課 

電話６３－４１２１ 

第３土曜日は「市民読書の日」 
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html 

28広報いずみ2016（平成28年）５月

読書活動に関する問い合わせ先

      読書推進課
☎ 63‒4121

第３土曜日は「市民読書の日」
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html



≪幼児・小学生≫

●「えほん七十二候｣ 白井　明大　作
●「ななこ姉ちゃん」 宮崎　貞夫　作
●「よるのさかなやさん」 穂高　順也　文
●「はいくしょうてんがい」 苅田　澄子　作
●「まーだだよ」  間部　香代　作
●「じてんしゃギルリギルリ」 角野　栄子　作
●「かくれんぼ」 池　貴巳子　文
●「クルツのごきげんしゃしんかん」 加藤　晶子　作
●「モンスター・ホテルでピクニック」 柏葉　幸子　作
●「うどん対ラーメン」 田中　六大　作

・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「天と地の方程式３」 富安　陽子　著
●「ふたりの文化祭」 藤野　恵美　著
●「炎のタペストリー」 乾石　智子　著

・・・・・等
≪一般≫

●「浮遊」 高嶋　哲夫　著
●「涙香迷宮」 竹本　健治　著
●「バベル九朔」 万城目　学　著
●「擬宝珠（ギボシ）のある橋」 宇江佐　真理　著
●「マリコ、炎上」 林　真理子　著
●「砂丘の蛙」 柴田　哲孝　著
●「恩讐の鎮魂曲（レクイエム）｣ 中山　七里　著
●「神様のコドモ」 山田　悠介　著
●「アンと青春」 坂木　司　著
●「吹けよ風呼べよ嵐」 伊東　潤　著
●「恭一郎と七人の叔母」 小路　幸也　著
●「ワンダフル・ワールド」 村山　由佳　著
●「海の見える理髪店｣ 荻原　浩　著
●「美女二万両強奪のからくり」 佐藤　雅美　著
●「拳の先」 角田　光代　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 ５月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
午前９時～午後６時

16日
高尾野図書館

（☎ 82 ｰ 5452）
午前９時～午後６時 20日野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）

５月　移動図書館運行表
ステーション名 運行時間

運行日

５月

第３
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

17日
平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：50～15：10
鹿島自治公民館 15：20～15：40

第３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30

18日尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
菅原神社（荘上・荘下）14：10～14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第３
木曜日

太田原住宅 10：30～10：50

19日
上場集落 13：45～14：05
宮之元集落 14：25～14：45
原（農業者トレーニングセンター） 14：55～15：15
不動野集落 15：25～15：45

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00～10：20
12日
26日

受口自治公民館 10：40～11：00
屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00

13日
27日

元町自治公民館 10：15～10：35
今釜西自治公民館 10：50～11：10
鶴水園 14：10～14：40
加紫久利住宅広場 14：55～15：15
米ノ津駅前広場 15：25～15：45

今月のおはなし会・親子読書会のご案内

中 央 図 書 館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

４、11、18、25日
午後４時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

２、９、16、23、30日
午後４時～

親子読書教室 
「すくすく」

10日（火）、24日（火）
午前10時30分～

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

５、12、19、26日
午後４時～

だっこでギュッ ５日（木）
午前10時30分～

夜のおなはし会 23日（月）
午後７時～

　この度、出水市市制施行１０周年を記念して「新い
ずみ音頭」が製作されました。
　図書館では、このCDとDVDの貸出利用ができ
ますので、歌を聴いてみたい方、踊りをご覧になりた
い方は、図書館へご来館ください。
問い合わせ先
　　中央図書館（☎ 63－2105）
　　高尾野図書館（☎ 82－5452）
　　野田図書館（☎ 84－3100）

～ご案内～
「新いずみ音頭」のＣＤとＤＶＤが
図書館で貸し出しできます！！

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索
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　３月６日、市文化会館で親子のためのクラシック
コンサート「音楽の絵本～JIVE（ジャイブ）～」を開
催しました。
　たくさんの家族連れが訪れ、ウサギやキツネなど
のかわいいキャラクター達によるクラシック曲やア
ニメソング、童謡などの生演奏に会場は大いに盛り
上がりました。

新
入
隊
員
へ
エ
ー
ル

自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会

　３月17日、市中央公民館で自衛隊入隊者壮行会が
開催されました。会には、新入隊者とその家族、父
兄会や防衛協会、隊友会などの関係者が出席しまし
た。
　新入隊員を代表して、吉

よ し も り

盛大
だ い す け

輔さんが「立派な自
衛官として一生懸命頑張ります」と力強く抱負を述
べました。

音
楽
の
絵
本
～
Ｊ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
～

市
自
主
文
化
事
業

　3月19日、出水公会堂で第52回ツルを送る夕べが
開催されました。北帰行するツルの無事を祈って、
毎年３月に開催していて、今回で52回目。
　ツルの羽数当てクイズ・ピタリ賞の贈呈式や各種
団体等によるステージがあり、会場は大いに盛り上
がりました。

　３月26日・27日、本市の桜の名所である特攻碑公
園で「いずみ桜まつり」が開催されました。
　公園内の特産品や飲食等のテントには、大勢の市
民が訪れました。27日は、歩行者天国となった通り
で太鼓やダンスなども行われ、大勢の見物客を楽し
ませていました。

花
見
を
楽
し
むい

ず
み
桜
ま
つ
り

無
事
に
北
帰
行
し
て
ね

ツ
ル
を
送
る
夕
べ

　

３
月
20
日
・
21
日
、
彼
岸
の
中
日
恒
例
の
高
尾
野「
中

の
市
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
商
店
街
通
り
は
行
き
交
う
多
く
の

市
民
等
で
終
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
そ
ば
の
早
食
い
や
ダ
ン

ス
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

春
の
陽
気
に
恵
ま
れ
て

高
尾
野「
中
の
市
」
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　３月26日、点訳奉仕員養成講座の閉講式が行われ、
全21回開催された講座の受講生６人に、点訳ボラン
ティアグループ稲穂の会の田中茂代会長から受講証
書が手渡されました。
　受講生は「点字は難しかったけれど、楽しく学ぶ
ことができた。今後、目の不自由な方々に喜んでも
らえるようもっと学びたい」と話していました。

点
字
で
、読
む
楽
し
み
を

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座　４月３日（日）、市消防団辞令交付式を行い、退団

者、新入団員等に辞令を交付しました。
　勤続36年の成松前消防団副団長から、自身の消防
団活動経験や今後の安全安心なまちづくりについて
退団のあいさつがありました。また、23人の新入団
員を代表して、第４分団自動車部に配属された山畑
団員が忠実に消防の任務を遂行することを宣誓しま
した。

安
全
安
心
な
ま
ち
を

出
水
市
消
防
団
辞
令
交
付
式

　３月24日、手話奉仕員養成講座（基礎課程）の修了
式が行われ、全25回行われた講座を修了した受講生
17人に、市聴覚障害者協会の植元春子会長から修了
証書が手渡されました。
　受講生は「耳の不自由な方々のお役に立てるよう、
もっと学んでいきたい。」と抱負を述べていました。

耳
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
修
了
式

着
物
で
散
策

出
水
麓
武
家
屋
敷
群

　３月27日、麓武家屋敷群で「着物で出水武家屋敷
を歩こう会」が開催されました。
　午前・午後の部に、県内外からの参加者や外国人
を含む約80人が参加し、大盛況。着物姿の参加者は、
武家屋敷群の町なみや牛車やお茶など、思い思いに
楽しんでいました。
　次回は、11月27日に開催予定です。

　1954年に認可を受け、62年にわた
り公立保育園として運営してきた

「西出水保育園」の公立保育園として
の閉園式が、３月30日に行われまし
た。４月１日からは民営化され、社
会福祉法人南嶺山福祉会（鶴田孝雄
理事長）の運営する、私立保育園（定
員90人）としてスタートしました。

　1957年に認可を受け、58年にわた
り公立保育園として運営してきた

「福之江保育園」の公立保育園として
の閉園式が、３月30日に行われまし
た。４月１日からは民営化され、社
会福祉法人信和会（岡和徳理事長）の
運営する、私立保育園（定員70人）と
してスタートしました。

い
つ
で
も
安
全
運
転
で

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

公
立
保
育
園
の
歴
史
に
幕

西
出
水・福
之
江
保
育
園

　４月７日、高尾野きらめきドーム
で、春の全国交通安全啓発広報出発
式が行われました。４月６日からの
10日間全国一斉に始まった春の交通
安全運動に併せて実施されたもの。
　次世代を担う子どもたちの交通事
故防止、交通安全指導を行うことな
どを確認し、一斉に出発しました。
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有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部総合政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は21,200部で市内のほぼ全世帯に配布
されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用くだ
さい‼現在募集中の広告につきましては、2016年６月号以降の
掲載予定となりますので、ご了承ください。
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（
新
生
児
）（
保
護
者
）〈
敬
称
略
〉

川　

原　

真ま

も

る守
（
亮
次
・
小
百
合
）

秋　

田　

海み

な

と
凪
斗
（
孝
博
・
恵
理
香
）

安　

富　

康こ
う
よ
う陽
（
和
典
・昌
代
）

北　

園　
　
　

凪な
ぎ

（
将
志
・
舞
）

京　

地　

絃い

と

は生
（
和
哉
・優
生
）

山　

本　

一い
つ
し
ん心
（
一
成
・
亜
沙
美
）

竹
之
下　

進し
ん
じ
ろ
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時～正午）午後も受け付ける場合がありますので、直接お問い合わせください。

5　　　　　月
日 医　療　機　関　名

１日（日）

［当］ 出水病院 精神・内科 諏訪馬場 ☎62－0419
［当・児］ こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64－1500
［当］ 内山病院 内・外・泌尿器科 阿久根市 ☎73－1551
［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88－5040

３日（火）

［当］ 吉田耳鼻咽喉科医院 耳鼻咽喉科 栄町 ☎62－0170
［当］ 高尾野診療所 内・外科 上の原（高尾野） ☎82－0017
［当］ 鶴見医院 内・呼吸科 阿久根市 ☎73－0553
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054
［児］ 二宮医院 栄町 ☎62－0167

４日（水）

［当］ 楠元内科医院 内科 千本付 ☎62－8600
［当］ 来仙医院 内・外・小児科 田多園 ☎84－2005
［当・児］ しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68－0633
［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405

５日（木）

［当］ 市川医院 耳鼻咽喉科 沖田 ☎63－3151
［当］ 吉井中央病院 内科 東大野原 ☎62－3111
［当］ いまむらクリニック 泌尿器科・内科 阿久根市 ☎73－1700
［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88－2595
［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

８日（日）

［当］ 出水眼科 眼科 春日町 ☎62－8350
［当］ 境田医院 産婦・内・外科 天神（出水） ☎67－2600
［当］ 門松医院 内・外科 阿久根市 ☎64－6100
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054
［児］ こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64－1500

15日（日）

［当・児］ キッズクリニック 小児科 向江 ☎63－7707
［当］ 福永内科循環器科 循環器・内科 向江 ☎62－8200
［当］ 山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎72－0420
［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88－5040

22日（日）

［当］ よしだ泌尿器科クリニック 泌尿器科 沖田 ☎63－7800
［当・児］ 二宮医院 内・小児科 栄町 ☎62－0167
［当］ 林胃腸科外科 内・外科 阿久根市 ☎73－3639
［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405

29日（日）

［当］ よう皮ふ科医院 皮膚科 鹿島 ☎63－1112
［当・児］ 奥田蘇明会医院 内・皮膚・精神科 町（高尾野） ☎82－3998
［当］ 阿久根眼科 眼科 阿久根市 ☎72－0040
［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88－2595
［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 − 2023）午後 7 時～同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子どもの夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 − 254 − 1186）午後 7 時～同 11 時（毎日対応）



35 広報いずみ2016（平成28年）５月

暮らしの情報暮らしの情報

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
５月８日

田 畑 歯 科 医 院 歯科 ☎62－0888 東大野原
ク レ モ ア 薬 局 ☎63－5401 春 日 町
エ ン ジ ェ ル 薬 局 ☎65－7637 天神（出水）

５月15日
よしだ歯科クリニック 歯科 ☎79－3443 太 鼓 橋
さ く ら 薬 局 ☎63－7700 向 江 町
か り ん 薬 局 ☎64－1400 向 江 町

５月22日
はしぐち歯科クリニック 歯科 ☎62－8241 茶 円 堀
こ が ね 薬 局 ☎64－1132 沖 田

５月29日
上 野 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2306 西 町
あ す か 薬 局 ☎63－7322 鹿 島

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工 事 事 業 者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
５月１日 たかさご水道 ☎67－4400

携帯電話
（090−7397−7898）

桑野水道設備 ☎82－4385

携帯電話
（090−7154−7490）

５月２日 日之出建設工業 ☎63－3388 三 友 建 設 ☎82－0173
５月３日 職 建 ☎62－1409 別府水道住宅設備 ☎84－2080
５月４日 あかつき電化 ☎62－0650 樋 口 電 設 ☎85－5901
５月５日 三 和 住 設 ☎62－5114 ホクシン工建 ☎82－0612
５月６日 井手口電設 ☎62－0901 野 村 電 設 ☎82－3637
５月７日～８日 第 一 産 業 ☎63－0708 中 畠 組 ☎82－0437
５月９日～15日 道 添 建 設 ☎62－3833 山﨑水道設備 ☎82－1600
５月16日～22日 川 島 工 建 ☎63－6685 福 井 組 ☎84－2534
５月23日～29日 出水合同電設 ☎62－0676 慶 越 組 ☎82－0442
５月30日～31日 山門電気商会 ☎67－1066 川 窪 建 設 ☎82－0376

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2016年３月１日〜同３月31日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 ４件（＋１） ０件（−２） ０人（±０） ２人（＋２） 165件（−21） 106人（＋１）
2016年の累計 ９件（＋４） ５件（＋１） １人（＋１） ２人（＋２） 551件（−29） 301人（＋35）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

５月の主な行事

５月１日
水 野 歯 科 医 院 歯科 ☎82－0064 柴 引
か し ま 薬 局 ☎63－3970 鹿 島

５月３日
宮 薗 歯 科 医 院 歯科 ☎73－3222 阿久根市
クレイン調剤薬局 ☎63－4300 栄 町
高 尾 野 会 営 薬 局 ☎64－2110 上 の 原

５月４日
宮 薗 歯 科 医 院 歯科 ☎73－3222 阿久根市
ポ ポ ロ 薬 局 ☎63－4630 千 本 付
ス マ イ ル 薬 局 ☎84－2430 田 多 園

５月５日
橋 口 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2330 八幡（出水）
第 二 緑 調 剤 薬 局 ☎63－1177 沖 田
マ リ ン 薬 局 ☎63－6678 東大野原 ※歯科医院診療時間　午前９時～正午

◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。

４日・５日（水・木）▶あくまきと新茶のおもてなし（午前10時・麓武家屋敷「竹添邸」）

４日・５日（水・木）▶甲
かっちゅう

冑の試着体験（午前10時・麓武家屋敷「税所邸」）

13日・14日（金・土）▶春の星空観望会（午後８時・青年の家）

15日（日）▶史跡めぐり歩こう大会（午前９時45分・荘中学校クラブハウス集合）



■携帯電話用ページ　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/i/■発行　出水市　　　■編集　政策経営部総合政策課
■出水市役所（本庁）　〒899-0292　鹿児島県出水市緑町1番3号
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-63-0680
　　　　高尾野支所　〒899-0492　鹿児島県出水市高尾野町大久保7番地
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-82-2399
　　　　野 田 支 所　〒899-0502　鹿児島県出水市野田町下名7035番地
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-84-2078
■ホームページアドレス　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/
■電子メールアドレス　info_izm@city.izumi.kagoshima.jp
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ツ
ル
博
物
館
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み
の

屋
上
展
望
所
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、
無
料

で
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

屋
上
展
望
所
に
は
、
望
遠
鏡
が
４
台
あ
り

ま
す
。
あ
る
日
の
展
望
所
を

の
ぞ
い
て
見
る
と
、
望
遠
鏡

を
の
ぞ
い
た
子
ど
も
た
ち

が
、
楽
し
そ
う
な
声
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　

３
６
０
度
見
渡
す
こ
と
が

で
き
る
出
水
平
野
を
眺
め

に
、
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
ま
で

足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

展
望
所
リ
ニ
ュ
ア
ー
ル

　

新
「
出
水
市
」
が
誕
生
し
て
、
10
年
が
た
ち
ま
し
た
。

今
月
の
表
紙
写
真
は
、
10
周
年
を
記
念
し
て
開
催
し
た
式

典
中
の
一
コ
マ
。
式
典
の
様
子
な
ど
２
ペ
ー
ジ
の
記
事
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

10
年
前
、
合
併
し
て
最
初
の
夏
に
「
鹿
児
島
県
北
部
豪

雨
災
害
」
が
発
生
し
ま
し
た
。
人
的
被
害
こ
そ
な
か
っ
た

も
の
の
、
３
４
８
棟
に
も
及
ぶ
床
上
浸
水
、
６
０
０
棟
を

超
え
る
床
下
浸
水
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
全

国
か
ら
た
く
さ
ん
の
支
援
物
資
や
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

熊
本
県
や
大
分
県
で
大
き
な
地
震
が
起
こ
り
、
多
く
の

方
が
余
震
に
お
び
え
な
が
ら
避
難
所
で
過
ご
し
て
い
ま

す
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
の
お
見
舞
い
と
一
日

も
早
い
復
興
を
お
祈
り
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
浦
﨑
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　ツルの恩返し便実行委員会（山床憲次会
長）が、ツルの保護等に役立ててほしい
と、売り上げの一部を寄付してくださいま
した。

　市の施設に飾ってほしいと、絵画を寄付
してくださった、国際ソロプチミスト出水

（笠置眞樹子会長）の皆さん。

クルーズトレイン「ななつ星 in 九州」が、肥薩
おれんじ鉄道に乗り入れ運行を始めています。
○運行日は、毎週木曜日のぼり方面
　午後６時 12 分　肥薩おれんじ鉄道出水駅着
　午後６時 13 分　同駅発（１分間の停車のみ）
沿線で見かけた際は、手を振って歓迎しましょう。
写真は、出水駅での歓迎の様子（４月７日撮影）

『今月の問題』
鳥が砂あびするのはなぜでしょう。

Ａ　汚れや虫を落とす
Ｂ　エサをとる
Ｃ　遊ぶ

先月号のクイズと答え
日本の国鳥はキジですが、国蝶はなんで
しょう。
答えはＡ オオムラサキでした。


